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特長

► 基本波 VCO の周波数範囲：10GHz～20GHz
► ADF4382 と比較して VCO の位相ノイズを最大 3dB 改善

► 20GHz での積分実効値ジッタ = 18fs（積分帯域幅：100Hz～
100MHz）

► 20GHz での積分実効値ジッタ = 31fs（ADC SN 比法）

► VCO 高速キャリブレーション時間：<2µs
► VCO 自動キャリブレーション時間：<100µs
► 位相ノイズ・フロア：20GHz で−156dBc/Hz
► PLL 仕様

► −239dBc/Hz：正規化された帯域内位相ノイズ・フロア

（インテジャー・モード）

► −287dBc/Hz：正規化された 1/f 位相ノイズ・フロア

► 最大位相／周波数検出器入力周波数：625MHz
► リファレンス入力周波数：4.5GHz
► fPFDのスプリアス（代表値）：−90dBc

► リファレンスと出力の間の遅延仕様

► 伝搬遅延の温度係数：0.06ps/ºC
► 調整ステップ・サイズ：<1ps

► マルチチップ出力位相アライメント

► 3.3V および 5V の電源

► ADIsimPLLTMループ・フィルタ設計ツールに対応

► 7mm × 7mm 48 端子 LGA
► 動作温度範囲：−40ºC～+105ºC

アプリケーション

► 高性能データ・コンバータへのクロック供給

► ワイヤレス・インフラストラクチャ（MC-GSM、5G、6G）

► 試験および計測

概要

ADF4383 は、高性能、超低ジッタのフラクショナル N フェー

ズ・ロック・ループ（PLL）です。電圧制御発振器（VCO）を

内蔵しており、5G アプリケーションまたはデータ・コンバー

タ・クロック・アプリケーションの局所発振器（LO）生成に最

適です。この高性能 PLL は、−239dBc/Hz の性能指数、低い 1/f
ノイズ、および高い PFD 周波数（インテジャー・モードで

625MHz）を備え、極めて小さい帯域内ノイズと積分ジッタを実

現できます。ADF4383 は 10GHz～20GHz の基本オクターブ範囲

で周波数を生成できるため、低調波フィルタが不要になります。

ADF4383 の出力分周器は、625MHz～20GHz の出力周波数範囲

全体を生成できます。

複数データ・コンバータ・クロックのアプリケーションの場合、

ADF4383 は、PLL フィードバック・ループに出力分周器を含め

ることにより、入力リファレンス・エッジに合わせて出力を自

動的に調整します。確定的遅延や遅延調整機能が必要なアプリ

ケーションに対し、リファレンスと出力の間の遅延を 1ps 未満

の分解能で設定できます。複数のデバイスや温度変化に対して

リファレンスと出力の間の遅延が維持されるため、予測可能か

つ高精度なマルチチップ・アライメントが可能です。

ADF4383 のブロック図はシンプルであるため、単純化されたシ

リアル・ペリフェラル・インターフェース（SPI）レジスタ・

マップ、外部 SYNC 入力、インテジャー・モードとフラクショ

ナル・モードの両方で繰り返し可能なマルチチップ・アライメ

ントによって、開発時間を短縮できます。

機能ブロック図

図 1. ADF4383 の機能ブロック図 
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仕様 
特に指定のない限り、3.3V 電源グループ 1 ピン電圧（V3.3V_1）  = 3.3V 電源グループ 2 ピン電圧（V3.3V_2）  = 3.15V～3.45V、 
V5_VCO 電圧（V5V_VCO）  = 5V_CP 電圧（ V5V_CP）  = 5V_CAL 電圧（V5V_CAL）  = 4.75V～ 5.25V、全ての電圧は GND 基準、 
TA = −40ºC～+105ºC、動作温度範囲。 
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仕様 
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仕様 
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仕様 

 
1 0.9V < VCP < V5V_CP – 0.9V。 
2 電源再投入後またはソフトウェア・パワーオン・リセット後にキャリブレーションを行ったデバイスに対し 1.60V ≤ VTUNE ≤ 2.85Vの範囲で有効です。 
3 特性評価に基づきます。 
4 温度範囲は自動化キャリブレーションの場合のみ適用できます。VCO 値を取得するために自動キャリブレーションを実行した場合には、手動キャリブ

レーションも全範囲で適用できます。 
5 VODは出力差動電圧です。 
6 これらの値は ADIsimPLL でモデル化したものです。 
7 積分範囲は 1kHz～fOUTです。 
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仕様 

シリアル・インターフェースのタイミング特性 
特に指定のない限り、V3.3V_1 = 3.3V、V3.3V_2 = 3.15V～3.45V、V5V_VCO = V5V_CP = V5V_CAL = 4.75V～5.25V、全ての電圧は GND 基準、 
TA = TMIN～TMAX。 

表 1. シリアル・インターフェースのタイミング特性 

 
 

シリアル・インターフェースのタイミング図 

 
図 2. 書込みのタイミング図 

 

 
図 3. 3 線式読出しのタイミング図（SDO_ACTIVE = 0） 

 

 
図 4. 4 線式読出しのタイミング図（SDO_ACTIVE = 1） 
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仕様 

位相調整 2 線式インターフェース 
表 2. 位相調整 2 線式インターフェースの仕様 

 
 

位相調整 2 線式インターフェースのタイミング図 

 
図 5. 2 線式位相調整のタイミング図 
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絶対最大定格 
特に指定のない限り、TA = 25ºC。 

表 3. 絶対最大定格 

 
 
上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに

恒久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定

格のみを指定するものであり、この仕様の動作のセクションに

記載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありま

せん。デバイスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、

デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。 

熱抵抗 
熱性能は、プリント回路基板（PCB）の設計と動作環境に直接

関連しています。PCB の熱設計には細心の注意を払う必要があ

ります。 

θJA は最も厳しい条件で仕様規定されています。すなわち表面実

装パッケージの回路ボードにデバイスをハンダ付けした状態で

仕様規定されています。θJC-TOP および θJC-BOTTOM は、ジャンク

ションとケース上面およびジャンクションとケース底面との間

の熱抵抗です。 

表 4. 熱抵抗 

 
1 テスト条件 1：熱抵抗のシミュレーション値は、熱抵抗パドルをグラ

ンド・プレーンにハンダ付けした 4 層 PCB を使用して測定していま

す。 

トランジスタ数 
ADF4383 のトランジスタ数は 4700（バイポーラ）および

385,400（CMOS）です。 

静電放電（ESD）定格 
以下の ESD 情報は、ESD に敏感なデバイスを取り扱うために示

したものですが、対象は ESD 保護区域内だけに限られます。 

ANSI/ESDA/JEDEC JS-001 準拠の人体モデル（HBM）。 

ANSI/ESDA/JEDEC JS-002 準拠のデバイス放電モデル（CDM）。 

ADF4383 の ESD 定格 
表 5. ADF4383、48 端子 LGA 

 
 

ESD に関する注意 

 

ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 

電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されない

まま放電することがあります。本製品は当社独自の特

許技術であるESD保護回路を内蔵してはいますが、デ

バイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷

を生じる可能性があります。したがって、性能劣化や

機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措

置を講じることをお勧めします。 
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ピン配置およびピン機能の説明 

 
図 6. ピン配置 

表 6. ピン機能の説明 
ピン番号 記号 説明 
1, 2, 4, 10, 12, 14, 16, 18, 19, 
21, 23, 25, 26, 41, 48 

GND 負側電源（グラウンド）。GND ピンはグラウンド・パッドに直接接続します。 

3 V3_NDIV PLL 帰還分周器回路用の 3.15V～3.45V 正側電源ピン。V3_NDIV ピンは 3.3V 電源グループ 1
内の他のピンに短絡します。 

5 V3_VCOB バイアス回路用および VCO のデジタル・ロジック制御部分用の 3.15V～3.45V 正側電源ピ

ン。V3_VCOB ピンは 3.3V 電源グループ 2 内の他のピンに短絡します。 
6 VG_BIAS バイアス・デカップリング・ピン。未実装の0402フットプリントの0.1µFコンデンサをGND

に接続します。 
7 VTUNE VCO チューニング入力。通常、この周波数制御ピンは外部ループ・フィルタに接続します。 
8 V5_CAL VCO キャリブレーション回路用の 4.75V～5.25V 正側電源ピン。V5_CAL ピンは、V5_VCO

電源プレーンに短絡できます。 
9 V5_VCO VCO 回路用の 4.75V～5.25V 正側電源ピン。 
11 V3_OUTDIV 出力分周器回路用の 3.15V～3.45V正側電源ピン。V3_OUTDIVピンは 3.3V電源グループ 2内

の他のピンに短絡します。 
13 V3_RFOUT2 RFOUT2 バッファ回路用の 3.15V～3.45V 正側電源ピン。V3_RFOUT2 ピンは 3.3V 電源グ

ループ 2 内の他のピンに短絡します。 
15, 17 RFOUT2N, RFOUT2P RF出力 2の出力信号。VCO出力分周器はバッファされ、RFOUT2Nピンおよび RFOUT2Pピ

ンに差動で印加されます。出力には、1 つの側あたり 50Ω（代表値）の出力抵抗（100Ωの差

動インピーダンス）があります。伝送線の他端は通常、出力間に 100Ω を接続して終端され

ます。出力振幅はシリアル・ポートを介して設定可能です。 
20, 22 RFOUT1N, RFOUT1P RF 出力 1 の出力信号。VCO 出力分周器はバッファされ、RFOUT1N ピンおよび REFOUT1P

ピンに差動で印加されます。出力には、1 つの側あたり 50Ω（代表値）の出力抵抗（100Ωの

差動インピーダンス）があります。伝送線の他端は通常、出力間に 100Ω を接続して終端さ

れます。出力振幅はシリアル・ポートを介して設定可能です。 
24 V3_RFOUT1 RFOUT1 バッファ回路用の 3.15V～3.45V 正側電源ピン。V3_RFOUT1 ピンは 3.3V 電源グ

ループ 2 内の他のピンに短絡します。 
27 LKDET PLL ロック検出。この出力は、PLL のロック状態を表します。LKDET がロジック・ハイの場

合、PLL はロックされています。 
28 DELADJ 遅延調整入力信号。ロジック 0 にすると、RF 出力信号の遅延は DELSTR のアサート後に減

少します。ロジック 1にすると、RF出力信号の遅延はDELSTRのアサート後に増加します。 
29 DELSTR 遅延ストローブ入力信号。この信号の立上がりエッジは、調整が必要であることを示しま

す。その後、立下がりエッジで調整が行われます。 
30 V3_LS 内部レベル・シフト回路用の 3.15V～3.45V 正側電源ピン。V3_LS ピンは 3.3V 電源グループ

1 内の他のピンに短絡します。 
31 CE チップ・イネーブル。3.3V の CMOS 入力です。1.8V の CMOS レベルには対応していませ

ん。この CMOS 入力は、ハイに駆動されるとデバイス動作を有効化します。ロジック・ロー

になるとデバイス動作を無効化し、デバイスが完全なパワーダウン状態になるため、レジス

タがリセットされます。対照的に、PD_ALL ビットはデバイスをパワーダウンしますが、レ

ジスタはリセットしません。  

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADF4383 
 

analog.com.jp Rev. 0 | 11 of 80 

ピン配置およびピン機能の説明 

表 6. ピン機能の説明（続き） 
ピン番号 記号 説明 
32 CSB シリアル・ポート・チップ・セレクト。この CMOS 入力は、ローに駆動されるとシリアル・

ポート通信のバーストを開始し、再度ハイに駆動されるとバーストを終了します。 
33 SDIO シリアル・データ入出力。CMOS の入力および出力。入力に設定された場合、シリアル・

ポートはデータにこの CMOS 入力を使用します。3 線式リードバック・モード（デフォル

ト・モード）の場合、SDIO ピンは読出し通信バーストの間にシリアル・ポートからデータを

出力します。 
34 SCLK シリアル・ポート・クロック。この CMOS 入力は、立上がりエッジでシリアル・ポート入力

データをクロック同期します。 
35 SDO オプションのシリアル・データ出力。3 線式モード（デフォルト・モード）の場合、このス

リーステート CMOS ピンは高インピーダンス状態を維持します。4 線式リードバック・モー

ドの場合、SDO ピンは読出し通信バーストの間にシリアル・ポートからデータを出力しま

す。CSB がデアサートされると、SDO は高インピーダンスに戻ります。オプションで、

200kΩより高い値の抵抗を接続して、出力がフロート状態にならないようにできます。 
36 V3_LDO 内部低ドロップアウト（LDO）レギュレータ回路用の 3.15V～3.45V 正側電源ピン。V3_LDO

ピンは 3.3V 電源グループ 1 内の他のピンに短絡します。 
37 MUXOUT 内部デバイス・マルチプレクサ出力。この出力ピンは、複数の内部ノードに接続して、工場

出荷テストやデバッグのために使用できます。 
38, 39 SYNCP, SYNCN 同期入力信号。どちらの RF 出力信号もこれらのピンの入力信号に同期できます。SYNCP お

よび SYNCN は、マルチチップ位相同期に使用されます。この差動入力は、高コモンモード

入力信号と低コモンモード入力信号のどちらも受容します（SPI のビット設定による）。 
40 V3_SYNC 3.15V～3.45Vの正側電源。V3_SYNCピンは 3.3V電源グループ 1内の他のピンに短絡します。 
42, 43 REFP, REFN リファレンス入力信号。これらの差動入力は、低ノイズアンプ（LNA）でバッファされ、高

スルー・レートの場合（デフォルト・モード）に最適です。低スルー・レートのリファレン

ス入力信号の場合は、シリアル・ポートを介して代わりの LNA を選択できます。リファレン

ス入力は自己バイアスされており、1µF のコンデンサで AC カップリングする必要がありま

す。リファレンス入力は、差動入力またはシングルエンド入力を受容します。詳細について

は、リファレンス入力ネットワークのセクションを参照してください。 
44 V3_REF PLL リファレンス回路用の 3.15V～3.45V 正側電源ピン。V3_REF ピンは 3.3V 電源グループ

1 内の他のピンに短絡します。 
45 V3_PFD PFD 回路用の 3.15V～3.45V 正側電源ピン。V3_PFD ピンは 3.3V 電源グループ 1 内の他のピ

ンに短絡します。 
46 V5_CP チャージ・ポンプ回路用の 4.75V～5.25V 正側電源ピン。V5_CP ピンは V5_VCO 電源プレー

ンから絶縁してください。 
47 CP チャージ・ポンプ出力。通常、この双方向電流出力は外部ループ・フィルタに接続します。 
Exposed Pad GND 負側電源（グラウンド）。パッケージの露出パッドは PCB ランドに直接ハンダ付けする必要

があります。PCB ランド・パターンには、グラウンド・インダクタンスと熱抵抗の両方を低

く抑えるために、グランド・プレーンへの複数のサーマル・ビアを設ける必要があります。 
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代表的な性能特性 

 
図 7. 異なる周波数でのオープンループ VCO の位相ノイズと 

オフセット周波数の関係 

 
図 8. RFOUT = 20GHz 時の異なる温度でのオープンループ 

VCO の位相ノイズとオフセット周波数の関係 

 

図 9. 1kHz オフセット時のオープンループ VCO の位相ノイズと

出力周波数の関係 

 
図 10. 10kHz オフセット時のオープンループ VCO の 

位相ノイズと出力周波数の関係 

 

図 11. 100kHz オフセット時のオープンループ VCO の 
位相ノイズと出力周波数の関係 

 

図 12. 1MHz オフセット時のオープンループ VCO の 
位相ノイズと出力周波数の関係 
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代表的な性能特性 

 
図 13. 10MHz オフセット時のオープンループ VCO の 

位相ノイズと出力周波数の関係 
 

 
図 14. 100MHz オフセット時のオープンループ VCO の 

位相ノイズと出力周波数の関係 

 
図 15. RFOUT = 14GHz 時の異なる温度でのクローズドループの

位相ノイズとオフセット周波数の関係 

 
図 16. RFOUT が 20GHz の VCO 周波数である場合の 
異なる温度でのクローズドループ VCO の位相ノイズと 

オフセット周波数の関係 

 
図 17. VCO 周波数が 19.9GHz である場合の異なる温度での 
クローズドループ位相ノイズとオフセット周波数の関係 

 
図 18. インテジャー・モードでの 1kHz～100MHz の 

積分ジッタ、fPFD = 500MHz 
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代表的な性能特性 

 
図 19. フラクショナル・モードでの 1kHz～100MHz の 

積分ジッタ、fPFD = 250 MHz 

 
図 20. インテジャー・モードの LNORMの FOM と 

ブリード設定の関係、fPFD = 500MHz、RFOUT = 20GHz 

 

図 21. インテジャー・モードの L1/fの FOM と 
ブリード設定の関係、fPFD = 500MHz、RFOUT = 20GHz 

 
図 22. フラクショナル・モードの LNORMの FOM と 

ブリード設定の関係、fPFD = 250MHz、RFOUT = 19.9GHz 

 
図 23. フラクショナル・モードの L1/fの FOM と 

ブリード設定の関係、fPFD = 250MHz、RFOUT = 19.9GHz 

 
図 24. 最も厳しい場合の整数境界スプリアス（IBS）レベルと 

出力周波数の関係、fPFD = 250MHz 
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代表的な性能特性 

 

図 25. 異なる温度および電圧での PFD スプリアスと 
出力周波数の関係 

 
図 26. 異なる温度および電圧での差動出力電力と 

出力周波数の関係 

 
図 27. 高調波電力と基本出力周波数の関係 

 

図 28. 異なる温度での遅延一致アンプ（DMA）バッファの

REF_OK = 1 とした場合の最小入力信号 

 
図 29. 異なる温度での LNA バッファの REF_OK = 1 とした場合

の最小入力信号 

 
図 30. 異なる温度での DMA バッファのリファレンス感度 
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代表的な性能特性 

 
図 31. 異なる温度での LNA バッファのリファレンス感度 

 

 
図 32. 異なる温度での DMA バッファの 

リファレンス・ダブラ感度 

 

図 33. 異なる温度での LNA バッファの 
リファレンス・ダブラ感度 

 
図 34. 異なる温度での KVCOと出力周波数の関係 

 

 
図 35. 異なる温度での VTUNE と出力周波数の関係 

 

 

図 36. 異なる温度での伝搬遅延と出力周波数の関係 
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代表的な性能特性 

 
図 37. 正規化伝搬遅延（tPD）のヒストグラム 

 

 

図 38. 伝搬遅延温度係数と周波数の関係 
 

 

図 39. 伝搬遅延とブリード設定値の関係 
 

 
図 40. 異なる温度での位相シフトと 

PHASE_ADJUSTMENT の関係 

 

図 41. 差動振幅と時間の関係、RFOUT = 20GHz 
 

 
図 42. 様々な出力設定での 3.3V 電源グループ 2 の 

電流と温度の関係 
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代表的な性能特性 

 
図 43. 様々な電源電圧および RFOUT_DIV 設定での 

3.3V 電源グループ 2 の電流 

 
図 44. 異なる CP_I 設定での 5V 電源電流差（ΔCURRENT） 

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADF4383 
 

analog.com.jp Rev. 0 | 19 of 80 

動作原理 

はじめに 
PLL は、概念的には周波数逓倍器とみなせる、複合的な帰還シ

ステムです。このシステムは、REFP/REFN での周波数入力を逓

倍し、高くなった周波数を RFOUTxP/RFOUTxN に出力します。

PFD、チャージ・ポンプ、出力分周器、帰還分周器、VCO、外

部ループ・フィルタが帰還ループを形成し、出力周波数を正確

に制御します（図 45 参照）。インテジャー・モードでの動作時

には、リファレンス分周器またはリファレンス・ダブラによっ

て周波数分解能が決まります。フラクショナル・モードでの動

作時には、フラクショナル N 分周器によって周波数分解能が決

まります。 

 

 

 

図 45. PLL ループの回路図 
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出力周波数 
ループがロックされている場合、VCO の出力に現れる fVCO（Hz）
は、fREF、および次式で与えられる O、R、N の各値によって決

まります。 

 
ここで、 

fREFはリファレンス周波数。 

D はリファレンス・ダブラ。  

R はリファレンス分周器。  

O は出力分周器。 

fPFDは、次式で与えられます。 

 

そのため、fVCOは、次のように表すこともできます。 

 

出力分周器の出力に現れる出力周波数 fRFOUT は、次式で与えら

れます。 

 

N は帰還分周器で、次式で与えられます。 

 

 

回路の説明 
リファレンス入力バッファ 
PLLのリファレンス周波数は REFPピンと REFNピンに差動で印

加されます。これらの高インピーダンス入力は自己バイアスさ

れており、1µF のコンデンサで AC カップリングする必要があり

ます（簡略化した回路図については図 46 を参照）。あるいは、

これらの入力をシングルエンドとして使用することもできます。

そのためには、REFP にリファレンス周波数を印加し、REFN は

1µF のコンデンサで GND にバイパスします。 

 
図 46. リファレンス入力段 

REFP入力と REFN 入力には高品質の信号を印加する必要があり

ます。これらの入力が PLL 全体に周波数リファレンスを提供し

ているためです。ADF4383 の帯域内位相ノイズ性能を実現する

には、スルー・レートが 1000V/µs 以上の連続波信号または方形

波を印加してください。リファレンス入力信号の要件およびイ

ンターフェース処理の詳細については、リファレンス源に関す

る考慮事項のセクションを参照してください。 

REF_SEL ビット（レジスタ 0x030 のビット 5）は、CML リファ

レンス入力、またはサイン波あるいは低スロー・レートのリ

ファレンス入力のいずれかによって設定できます。REF_SEL が

0 に設定されている場合、遅延一致アンプ（DMA）バッファが

選択されます。DMA は、方形波や高周波数で大振幅のサイン波

などの、高スルー・レート信号に対し最適化されています。

DMA では、リファレンス入力からクロック出力への伝搬遅延が

制御されるため、広い温度範囲にわたり時間ゼロのマルチチッ

プ・クロック・アライメントが容易に可能です。 

REF_SEL ビットを 1 に設定すると、LNA が選択されます。LNA
は、低周波数または小振幅のサイン波などの低スルー・レート

信号用に最適化されています。 

帯域内ノイズ性能と伝搬遅延 tPD を最適化するため、REF_SEL
ビットは適切に設定する必要があります。推奨設定については、

表 7 を参照してください。 

表 7. REF_SEL の設定 

 
 
サイン波のスルー・レートを計算するには、次式を用います。 

 

ここで、 

f はサイン波の周波数。 

V はサイン波の振幅（V peak） 

FILT_REF ビット（レジスタ 0x02F のビット 6）は、リファレン

ス入力の LNAの LPFを制御するものであり、リファレンスの広

帯域ノイズを制限するために 20MHz 未満のサイン波信号に限定

して設定する必要があります。この FILT_REF ビットは、正規

化された帯域内位相ノイズ・フロア（LNORM）に達するよう適切

に設定する必要があります。方形波を入力する場合は、

FILT_REF を 0 に設定します。表 8 に推奨設定を示します。 

表 8. FILT_REF の設定 

 
 
LNA のリファレンス入力バッファが飽和しないよう、BST_REF
ビット（レジスタ 0x02F のビット 7）は入力信号レベルに基づい

て設定する必要があります。BST_REF の設定は、入力がサイン

波か方形波かによらず同じです。推奨設定については、表 9 を

参照してください。 
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表 9. BST_REF の設定 

 
 
リファレンス・ピーク検出器 
REFP入力およびREFN入力にはリファレンス入力ピーク検出回路が

あり、リファレンス信号の存在を検出し、REF_OK ステータス・フ

ラグを発します。これは、レジスタ 0x058 のビット 3 を通じて読み

出せます。検出閾値付近で REF_OK フラグが不安定になるのを防ぐ

ため、回路にはヒステリシスが設けられています。 

このピーク検出器は実効値検出器に近い動作をするため、サイン波

入力と方形波入力では検出閾値が4/πの比で異なります。REF_OKの

検出値については、表 10 を参照してください。 

表 10. REF_OK のステータス出力とリファレンス入力の関係 

 
 
リファレンス分周器（R）とダブラ（D） 
EN_RDBLR ビット（レジスタ 0x020 のビット 6）が 1 に設定されて

いる場合、周波数逓倍器によって周波数が 2 倍にされてリファレン

ス分周器に送られます。リファレンス・ダブラと直列に接続された

6 ビット分周器 R_DIV（レジスタ 0x020 のビット[5:0]）を用いて、

PFD に入力される周波数を低減します。その分周比 R は、1～63 の

任意の整数値に設定できます。R の分周比を直接設定するには、

R_DIV ビットを用います。R および D と、fREF、fPFD、fVCO、fRFOUTの

各周波数との関係については、出力周波数のセクションを参照して

ください。 

リファレンス・ダブラを用いる場合、最適なジッタ性能を得るため

に用いる必要のあるビット・フィールド設定については、表 11 を参

照してください。Target Reference Frequency（ターゲット・リファレ

ンス周波数）とは、ダブラ段の後のリファレンス周波数のことです。 

表 11. リファレンス・ダブラの設定 

 
 

位相／周波数検出器（PFD） 
PFD は、チャージ・ポンプと共に、リファレンス分周器またはリ

ファレンス・ダブラの出力と帰還分周器の出力の位相差に比例した、

ソース電流パルスおよびシンク電流パルスを生成します。これらの

ソース・パルスおよびシンク・パルスは、ループを位相ロックし、

位相を PFD の入力と揃えるために必要です。PFD の簡略化した回路

図については、図 47 を参照してください。 

 
図 47. PFD の簡略化した回路図 

チャージ・ポンプ 
チャージ・ポンプは、PFD によって制御され、シンク（ダウン）電

流パルスまたはソース（アップ）電流パルスを CP ピンに発生させ

ます。CPピンは適切なループ・フィルタに接続する必要があります。

チャージ・ポンプの簡略化した回路図については、図 48 を参照して

ください。 

 
図 48. チャージ・ポンプの簡略化した回路図 

出力電流の大きさ ICP は、CP_I ビット（レジスタ 0x001F のビット

[3:0]）を用いて 0.79mA～11.1mA の範囲で設定できます。ICP を大き

くすると、ループ・フィルタ部品のインピーダンスが低くなり、帯

域内ノイズが低下します。一方、ICP を小さくすると、スプリアス性

能が向上します。チャージ・ポンプのプログラミング値については、

表 12 を参照してください。 

表 12. CP プログラミング 
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表 12. CP の設定（続き） 

 
 
チャージ・ポンプ・テスト・モード 
EN_CPTEST ビット（レジスタ 0x02E のビット 2）が 1 に設定さ

れている場合、CP ピンで一定の ICP ソース電流やシンク電流と

なるよう、それぞれ CP_UP ビット（ビット 1 ）および

CP_DOWNビット（ビット0）を設定できます。ループをロック

できるようにするには、EN_CPTEST または CP_UP および

CP_DOWN の各ビットを 0 に設定する必要があります。これら

のビットは、プロジェクトのハードウェアおよびソフトウェア

の開発フェーズ時に PLL 関連の問題をデバッグするための補助

として使用されます。通常動作では EN_CPTEST、CP_UP、
CP_DOWN は 0 に設定します。 

表 13. チャージ・ポンプ・テスト・モード 

 
 

チャージ・ポンプ・ブリード電流の最適化 
プログラマブルな一定の小チャージ・ポンプ電流は、ブリード電流

と呼ばれ、フラクショナル・モードでの位相ノイズおよびフラク

ショナル・スプリアス信号を最適化するために用いることができま

す。また、これによって、REFPおよびREFN入力ピンからRFOUTP
および RFOUTN 出力ピンへの伝搬遅延（tBLEED）も変化します。フ

ラクショナル・モードでは、最高性能が得られるようブリード電流

を設定した後、出力は位相ワードを用いてシフトできます。この

ワードは Σ-Δ 変調器（SDM）で効果的に用いられます。インテ

ジャー・モードでは、ブリード電流を使用して、両方向に出力をシ

フトできます。 

ブリード電流を有効化するには、EN_BLEED ビットを 1 に設定しま

す。BLEED_POL ビットが 1 に設定されている場合、一定のわずか

なソース電流が CP ピンに印加されます。BLEED_POLビットが 0 に

設定されている場合、一定のわずかなシンク電流が CP ピンに印加

されます。 

13 ビットのビット・フィールド BLEED_I（レジスタ 0x01D のビッ

ト[7:0]およびレジスタ 0x01E のビット[4:0]）を用いて、ブリード電

流を選択できます。このビット・フィールドは、粗ブリード値およ

び精細ブリード値の両方で構成されています。次式に示すように、

4 個の MSB を用いて粗ブリード電流を計算でき、9 個の LSB を用い

て精細ブリード電流を計算できます。 

 

 

出力周波数の伝搬遅延は、次式のように ITOTAL BLEEDに対応します。 

 

ここで、 

ICOARSE BLEEDは、粗ブリード電流。 
COARSE_BLEED は、BLEED_I ビット・フィールドの上位 4 個の

MSB。 
IFINE BLEEDは、精細ブリード電流。 
FINE_BLEED は、BLEED_I ビット・フィールドの下位 9 個の LSB。 
ICPは、選択したチャージ・ポンプ電流値。 
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ブリード電流モード 
ADF4383 のスプリアス性能は、動作周波数に基づいて tBLEED 設

定値をプログラミングすることにより、最適化できます。各

SDMモードの RFOUTの動作周波数に対して推奨する tBLEEDを、

表 14 に示します。 

ブリード電流の特定の tBLEED に必要な BLEED_I 設定値を計算す

るには、チャージ・ポンプ・ブリード電流の最適化のセクショ

ンを参照してください。図 49 に、様々なチャージ・ポンプ設定

値および fFPD 周波数に対する遅延ステップ・サイズの早見図を

示します。 

 
図 49. ブリード電流遅延のステップ・サイズ 

 

表 14. SDM モードごとのブリード設定値と周波数の関係 
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ロック検出器 
ロック検出器は、PFD からの内部信号を用いて、図 47 に示すリ

ファレンス分周器およびダブラの出力信号（RCLK）と帰還分

周器の出力信号（NCLK）の間の位相差を測定します。この検

出器は、EN_LOL ビット（レジスタ 0x02D のビット 5）および

EN_LDWIN ビット（レジスタ 0x02D のビット 4）の両方を 1 に

設定することで有効化され、その出力は LKDET ピン（27 番ピ

ン）および LOCKED ビット（レジスタ 0x58のビット 0）で読み

出せます。ロック検出器の出力は、MUXOUTピン（37番ピン。

レジスタ 0x2E のビット[7:4]の MUXOUT ビットを b0001 にプロ

グラミングすることによって使用可能）で読み出すこともでき

ます。 

ロック検出器出力が PLL のロック状態を示すには、PFD の

RCLK と NCLK の位相差が、設定された PFD サイクル数にわた

り、位相差ロック・ウィンドウ時間 tLDWIN より小さくなってい

なければなりません。ロック検出の精度を重視するか速度を重

視するかで、必要な PFD サイクル数は変わります。次式に示す

ように、必要な PFD サイクル数の初期推定値として、5 個の

ループ・フィルタ時定数を用いることができます。 

 
ここで、LFBW はループ・フィルタの帯域幅です。 

なお、LD_COUNT ビット（レジスタ 0x02C のビット[4:0]）を用

いることにより、必要な PFD サイクル数を選択できます。必要な

PFD サイクル数に対する LD_COUNT 値を選択するには、表 15
を用います。 

表 15. LD_COUNT の設定 

 
 

表 15. LD_COUNT の設定（続き） 

 
 

 
図 50. ロック検出器のタイミング（ブリード電流を無効化） 

表 16. ロック検出器のタイミング（ブリード電流を無効化） 

 
 

チャージ・ポンプのブリード電流が有効化されている場合、

PFD 入力に位相オフセットが加わります。この位相オフセット

tIDELは、ブリード電流の量に比例します。図 50および図 51の領

域 3 と領域 4 は、それぞれチャージ・ポンプのブリード電流が

無効の場合と有効の場合に PLL がセトリングする PFD 位相差に

焦点を合わせたものです。 

 
図 51. ロック検出器のタイミング（ブリード電流を有効化） 

ロック検出器の適切な動作を確保するには、tIDEL の絶対値が

tLDWIN 未満であることが必要です。ユーザは、LDWIN_PW ビッ

ト・フィールド（レジスタ 0x02C のビット[7:5]）で、有効な

ロック条件に対する位相差ロック・ウィンドウ時間（tLDWIN）を

設定できます。 
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表 17. LDWIN_PW の設定 

 
 

MUXOUT 
MUXOUT ピンの状態は MUXOUT ビット（レジスタ 0x02E の

ビット[7:4]）によって決められ、ユーザはこれを用いて様々な

内部ノードにアクセスできます。MUXOUT ピンと MUXOUT
ビットは一般に、追加のロック状態出力として用いられるか、

プロジェクトのハードウェアおよびソフトウェア開発フェーズ

時に PLL 関連の問題をデバッグするために用いられます。

CMOS_OV ビット（レジスタ 0x03D のビット 5）は、MUXOUT
ピン、LKDET ピン、SDO ピン、SDIO ピンのロジック・ハイ・

レベルが 3.3V か 1.8V かを決定します。 

 
図 52. MUXOUT 

温度センサー 
温度センサーは、バンドギャップのリファレンス電圧（VREF）
を基準として絶対温度（PTAT）に比例した電圧を測定する、 
8 ビット ADC で構成されています。温度センサーの目的は、絶

対ジャンクション温度ではなく、ダイ温度の変化を測定するこ

とです。ADC クロック周波数の最大値は 400kHz です。ADC ク

ロックは RCLK から生成されます。 

 
図 53. 温度センサー 

ADC 測定が始まる前に、表 18 に示すように ADF4383 のレジス

タを設定します。 

表 18. ADC のレジスタ・セットアップ 

 
 

表 18 のビットを設定し終えたら、ADC_ST_CNV = 1 に設定する

レジスタ 0x054 へのレジスタ書込みを行って、ADC 変換を開始

します。ADC 変換の完了までには、17 クロック・サイクルが必

要です。レジスタ 0x058 のビット 2 である ADC_BUSY ビットが

変換ステータスをモニタします。変換時、ADC_BUSY は 1 に設

定され、変換が終了すると ADC_BUSY は 0に設定されます。測

定は、レジスタ0x05Bおよびレジスタ0x05CのCHIP_TEMPビッ

ト・フィールドのビット[8:0]に記録されます。リードバックさ

れた値は、ジャンクション温度（ºC）を表します。MSB（ビッ

ト 8）は、温度が正か負かを示します。つまり、ビット 8 が 1 の

場合はリードバックされた温度は負の値です。 

ダブル・バッファ機能 
ダブル・バッファ機能は、表 19 に示すビット・フィールドの上

位および下位の設定を参照します。 

下位のビット・フィールドのみが、ADF4383 の実際の状態を制

御します。1 つのビット・フィールドに対しダブル・バッファ

機能が有効化されている場合、シリアル・インターフェースは、

上位のビット・フィールドにのみ書込みを行います。レジスタ

書込みが 0x010 に送られるまで、下位のビット・フィールドは

以前の値を保持します。レジスタ 0x010 への書込み後、全ての

上位のビット・フィールドは、それぞれの下位のビット・

フィールドに自動的に読み込まれます。レジスタ 0x010 に書き

込むと、VCO の自動キャリブレーションも開始されます（標準

的なパワーアップと初期化のシーケンス、自動 VCO キャリブ

レーションのセクションを参照）。これにより、ユーザは

ADF4383 の出力周波数を変更するいくつかのビット・フィール

ドを更新でき、同じレジスタ書込みで新しい VCO キャリブレー

ションが開始されます。ダブル・バッファ機能が無効化されて

いる場合、SPIは、下位のビット・フィールドに直接書込みを行

います。 

表 19. ダブル・バッファ有効化ビット・フィールド 
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表 19. ダブル・バッファ有効化ビット・フィールド（続き） 

 
 

シリアル・ポート 
SPI互換のシリアル・ポートには制御とモニタリングの機能があ

ります。CMOS_OV ビット（レジスタ 0x03D のビット 5）は、

SDO および SDIO の SPI 出力ピンのロジック・ハイ・レベルが

3.3V か 1.8V かを決定します。また、CMOS_OV ビットは、

MUXOUT ピンおよび LKDET ピンの出力レベルも設定します。 

シリアル・ポートは、レジスタ 0x000 およびレジスタ 0x001 の

いくつかの異なる設定をサポートするよう設定できます。 

SDO_ACTIVE ビット（レジスタ 0x000 のビット 3）は、シリア

ル・ポートを3線式シリアル・インターフェースに設定するか4線
式シリアル・インターフェースに設定するかを決定します（図 2、
図 3、図 4 のタイミング図を参照）。 

 
図 54. シリアル・インターフェース、 
MSB ファースト（LSB_FIRST = 0） 

 
図 55. シリアル・インターフェース、 
LSB ファースト（LSB_FIRST = 1） 

SPIレジスタ・マップは、図 54 および図 55 に示すように単一命

令で、あるいは、ストリーミング・モードでプログラムできま

す。ストリーミング・モードを用いると、複数のレジスタに対

しデータ転送の効率的な読出しや書込みが可能です。ストリー

ミング・モードでは、命令ヘッダの 1 つのレジスタ・アドレス

とそのレジスタ・アドレス用のデータ、更に、後続のレジス

タ・アドレスのデータで構成されるビット・ストリームを、

ユーザがプログラムできます。 

VCO 
VCO コアは 2 個の独立した VCO で構成され、そのどちらも 512 個

の重なり合った帯域を使用しているため、デバイスは高い VCO
チューニング感度（KVCO）を必要とせずに広い周波数範囲に対

応できます。出力周波数は出力分周器を用いることで更に拡張

できます。 

 
図 56. VCO およびクロック出力分周器 

VCOのキャリブレーションを実行することにより、適切な VCO
コア、帯域、バイアスが自動的に選択されます。VCO のキャリ

ブレーションを特定の周波数に対して実行した後、VCO コア、

帯域、バイアスの各値をその特定のデバイス用に記録できます。

これらの値は、その後同じデバイスおよび周波数を用いる場合

に手動でプログラムできます。そのため、VCO のキャリブレー

ション時間を節約できます。 

VCO のキャリブレーション 
特定の VCO 周波数に対し適切な VCO コア、帯域、バイアス設

定値を選択するには、VCO のキャリブレーションが必要です。

この手順は、デバイスがパワーアップされており、必要なリ

ファレンス周波数が REFPピンとREFNピンに入力され、その他

全てのレジスタが正しく設定されていることを前提としていま

す。この手順を図 57 および図 58 に視覚的に示します。 

 
図 57. VCO キャリブレーション分周器 

 

 
 
 

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADF4383 
 

analog.com.jp Rev. 0 | 27 of 80 

動作原理 

 

図 58. VCO キャリブレーション・ブロック 

 

自動キャリブレーションを実行するには、以下のキャリブレー

ション・タイムアウト・ビット・フィールドをプログラムする

必要があります。 

► CAL_VTUNE_TO：キャリブレーションの開始時、VTUNE
が、動作温度に依存する公称電圧にプリチャージされます。

CAL_VTUNE_TO は、次式に従ってプリチャージ時間を設定

します。 

 

ループ・フィルタの中で値が最も大きいコンデンサが、

VTUNE のプリチャージに要する時間に直接影響します。必

要な CAL_VTUNE_TO の時間を計算するには、キャリブ

レーションの時間対効果に関する考慮事項のセクションを

参照してください。この時間は、目標 VTUNE キャリブレー

ション・タイムアウトとして用いられます。 
► CAL_COUNT_TO：これは、目標帯域決定タイムアウトを計

算するのに用いられます。自動キャリブレーション中、選択

した周波数に対する最終的な動作帯域を選択するために、9 つ

の帯域が決定されます。各帯域の決定を行う時間をプログラ

ムするには、CAL_COUNT_TO が用いられます。この時間は

キャリブレーション精度に影響します。推奨 CAL_COUNT_TO
時間については表 21 を参照してください。各帯域の決定時

間を設定するには次式を用います。 

 
► CAL_VCO_TO：このビット・フィールドは、各帯域を決定

した後の目標 VCO 周波数のセトリングのタイムアウトを設

定するために用います。表 21に従い、推奨CAL_VCO_TO時

間は 1µs です。この時間を設定するには、次式を用います。 

 

次の手順に示すように、VCO キャリブレーションを実行するに

は、以下のいくつかのレジスタを設定します。 

1. DCLK_DIV1 および DCLK_MODE を表 20 に示す値に設定し、

後の使用のため fDIV_RCLKを記録しておきます。 
2. こ の セ ク シ ョ ン で 先 述 し た 対 応 す る 式 に 従 い 、

CAL_VTUNE_TO、CAL_VCO_TO、CAL_COUNT_TO に必要

な最小値を計算し設定します。 
3. レジスタ 0x010 を最後にプログラミングして、N_INT、

RFOUT_DIV、R_DIV、EN_RDBLR の各ビットを設定します。

レジスタ 0x010 に何らかの書込みを行うと VCO の自動キャ

リブレーションが開始されます。 
4. ADC_BUSY ビット（レジスタ 0x058 のビット 2）および

FSM_BUSY ビット（レジスタ 0x058 のビット 3）をモニタし

ます。 ADC_BUSY がハイからローに遷移し、次いで

FSM_BUSY がハイからローに遷移すると、キャリブレー

ションは終了します。 
5. VCO のキャリブレーションが終了したら、EN_DRCLK = 

EN_DNCLK = 0 に設定してキャリブレーション・クロックを

無効化し、不要なスプリアス成分を制限します。 

表 20. DCLK_DIV1 および DCLK_MODE のセットアップ 
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自動キャリブレーションの合計時間 
自動キャリブレーションの合計時間を計算するには、以下のよ

うにそれぞれのキャリブレーション・タイムアウト値を使用し

ます。 

 

ここで、 

 

キャリブレーションの時間対効果に関する考慮事項 
VCO のキャリブレーションのセクションに従って VCO のキャ

リブレーション時間をプログラミングする場合、全体的なキャ

リブレーション時間によってジッタ性能が影響を受ける可能性

があります。例えば固定周波数アプリケーションなど、キャリ

ブレーションに長い時間を費やすことが問題にはならないアプ

リケーションでは、ジッタと位相ノイズの性能を最適化するた

めに、自動キャリブレーション時間を 250µs にプログラムする

ことを推奨します。自動キャリブレーション時間および全体的

なロック時間を短くすることが必要なその他のアプリケーショ

ンでは、100µsの自動キャリブレーション時間を使用できます。

ただし、この時間を用いた場合、−40ºC～+105ºC の全動作温度

範囲にわたる温度変化があると、ジッタ性能が低下する可能性

があります。 

表 21. 推奨キャリブレーション時間 

 
 

コア・バイアス・テーブル 
初期化プロセスの一部として、レジスタ・マップのセクション

に示した事前定義済みの値でコア・バイアス・テーブルをプロ

グラムする必要があります（レジスタ 0x100～レジスタ 0x111）。

様々な動作周波数帯に応じて、特別に最適化された VCO バイア

ス値があります。デバイスの初期化後、VCO バイアス・レジス

タは、その後にパワーオン・リセットが実行されるまで、再度

プログラムされることはありません。 

RF 出力分周器（O） 
3 ビット分周器 RFOUT_DIV（レジスタ 11 のビット[7:5]）を用

いると、出力バッファおよび帰還分周器に出力される周波数を

分周できます。分周比は 1、2、4、8、16 に設定可能です。分周

比の詳細については、表 22 を参照してください。RFOUT_DIV
は、PLL内に置かれています。そのため、RFOUT_DIVに変更を

加えるには、N_INT ビット・フィールド（レジスタ 0x010 の

ビット[7:0]およびレジスタ 0x011 のビット[3:0]）を変更し、fPFD

を同じ値に保つことが必要です。また、これを行うと、PLL の

ロックが数ループ時定数の間、失われます。 

表 22. RFOUT_DIV のプログラミング 

 
 

出力反転（INV_RFOUT） 
出力反転 INV_RFOUT（レジスタ 0x011、ビット 4）を用いると、

出力信号を 180º シフトできます。INV_RFOUT は PLL 内にあり、

INV_RFOUT に何らかの変更を加えると、わずかなループ時定

数の間、PLL のロックが失われます。 

帰還分周器（N） 
帰還分周器により、PLL 帰還経路の分周比を設定できます。分

周比は、N_INT（レジスタ 0x011 のビット[3:0]およびレジスタ

0x010 のビット[7:0]）、FRAC1WORD（レジスタ 0x15 のビット

0、レジスタ 0x14 のビット[23:16]、レジスタ 0x013 のビット

[15:8]、レジスタ 0x012 のビット[7:0]）、FRAC2WORD（レジス

タ 0x19 のビット[23:16]、レジスタ 0x18 のビット[15:8]、レジス

タ 0x17 のビット[7:0]）、MOD2WORD（レジスタ 0x1C のビッ

ト[23:16]、レジスタ 0x1Bのビット[15:8]、レジスタ 0x1Aのビッ

ト[7:0]）の各ビット・フィールド値で構成され、帰還分周器は

固定モジュラス MOD1WORD（225）と共にこれらの値を含みま

す。N_INT、 FRAC1WORD 、MOD1WORD、 FRAC2WORD 、

MOD2WORD、RFOUT_DIV、R、D と、fREF、fPFD、fVCO、fOUTの

各周波数の関係については、出力周波数のセクションを参照し

てください。 

位相調整 
次の 2 つの方法のいずれかを用いて、RFOUT 信号の位相調整を、

その初期位相を基準として行うことができます。 

► ブリード電流モード 
► Σ-Δ モード 

ブリード電流モードを有効化するには、DEL_MODE = 0 に設定

します。Σ-Δ モードを有効化するには、DEL_MODE = 1 に設定

します。 

 

  

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADF4383 

analog.com.jp Rev. 0 | 29 of 80 

動作原理 

ブリード電流による位相調整

プログラマブルな一定の小チャージ・ポンプ電流はブリード電

流と呼ばれ、チャージ・ポンプに印加することで位相を調整で

きます。ブリード電流による位相調整は、インテジャー・モー

ドで用いられます。ブリード電流は、性能を最適化するために、

フラクショナル・モードでも適用できます（詳細については、

チャージ・ポンプ・ブリード電流の最適化のセクションを参

照）。LSB のステップ・サイズは、RFOUT 周波数に依存します。

PHASE_ADJ_POL が 位 相 調 整 の 方 向 を 決 定 し ま す 。

PHASE_ADJ_POL = 0 の 場 合 、 位 相 値 は 減 少 し ま す 。

PHASE_ADJ_POL = 1 の場合、位相値は増加します。

ブリード電流による調整を有効化するには、以下に従いビッ

ト・フィールドをプログラムしてください。

1. EN_BLEED = 1 に設定します。

2. EN_PHASE_RESYNC = 1 に設定します。

3. DEL_MODE = 0 に設定します。

4. 位 相 の 調 整 量 を 決 定 す る に は 、 以 下 の よ う に

PHASE_ADJUSTMENT を用います。

ブリード電流法を用いた場合の最大調整時間は、tRFOUTです。 

印加ブリード電流は、DEL_CNT でリードバックできます。 

Σ-Δ変調器による位相調整 
Σ-Δ 変調器を使用し、オフセット値を加えることにより、

RFOUT 信号の位相を調整できます。フラクショナル周波数を用

いる場合でも、インテジャー周波数を用いる場合でも、デバイ

スをフラクショナル・モードで使用して、Σ-Δ 変調器を調整す

る必要があります。なお、帯域内の性能指数は、インテ

ジャー・モードを用いた場合に比べ 2dB 低下します。更に、最

大 fPFDは、フラクショナル・モードの場合、250MHzですが、イ

ンテジャー・モードでは 625MHz です。

位相調整にフラクショナル・モードを用いる利点は、範囲が無

限であることです。これは、位相調整を実行するたびに、

PHASE_ADJUSTMENT ビット（レジスタ 0x033 のビット[7:0]）
に保存されている値だけ位相がインクリメントしますが、これ

が行われる回数には制限がないことを意味します。

Σ-Δ による位相調整を有効化するには、以下に従いビット・

フィールドをプログラムしてください。

1. EN_PHASE_RESYNC = 1 に設定します。

2. DEL_MODE = 1 に設定します。

3. Σ-Δ 変調器の位相の調整量を決定するには、以下のように

PHASE_ADJUSTMENT を用います。

図 59. DELSTR および DELADJ のタイミング図 

RF 出力バッファ 
図 60 の低ノイズ差動出力バッファは、差動出力電圧を生成しま

す 。 出 力 振 幅 レ ベ ル お よ び コ モ ン モ ー ド 電 圧 は 、

RFOUT1_OPWR （レジスタ 0x029 のビット [3:0] ）および

RFOUT2_OPWR（レジスタ 0x029 のビット[7:4]）の各ビットで

プログラムできます。各出力は AC カップリングまたは DCカッ

プリングでき、100Ω の差動インピーダンスで終端されます。シ

ングルエンド出力が必要な場合は、それぞれの出力側を 50Ω で

個別に ACカップリングまたは DC カップリングする必要があり

ます。出力電力をこれより高くするには外部インダクタが必要

です。1.4nH で 0402 サイズのプルアップ・インダクタを

RFOUTx 3.3V 電源（V3_RFOUTx）と RFOUTx ピンの間に接続

する必要があります。更に、図 61 に示すように、100nF のコン

デンサを RFOUTx ピンに直列に接続する必要があります。 

PHASE_ADJ_POL は 調 整 の 方 向 を 選 択 し ま す 。

PHASE_ADJ_POL = 0 の場合は正、PHASE_ADJ_POL = 1 の場合

は負です。現在適用されている PHASE_ADJUSTMENT 値は、

CUM_PHASE_ADJ ビット（レジスタ 0x061 のビット[7:0]）で

リードバックできます。最大値は 8192（10 進数）です。この値

を超えると、値はオーバーフローし、0 に戻ります。 

必要な位相オフセット値がデバイスの初期化前に分かっている

場合は、このセクションで示した同じ PHASE_ADJUSTMENT の

式を用いて、PHASE_WORD ビットで初期位相オフセットをプ

ログラムできます。

位相調整ピン

ADF4383 は、位相を外部制御できる、2 線式デジタル・イン

ターフェース・バス・プロトコルを備えています。このバスは、

DELSTR（29 番ピン）および DELADJ（28 番ピン）で構成され

ます。信号は 1.8V ロジックの CMOS 出力信号です。このイン

ターフェースは、ブリード電流および Σ-Δ モードのどちらの位

相調整でも使用できます。2 線式インターフェースを有効化す

るには、EN_AUTO_ALIGN = 1 に設定します。

DELSTR は、位相調整をアサートするために用いられる、アク

テ ィ ブ ・ ハ イ の 信 号 で す 。 位 相 調 整 の 量 は 、

PHASE_ADJUSTMENT で設定されます。位相は信号の立下がり

エッジで調整されます。

DELADJ は、調整の方向を制御するアクティブ・ハイの信号で

す。DELSTR がハイの間に信号が 0 に設定されると、RFOUT 信

号の位相は、もとの位相のタイミングより遅れます。DELSTR
がハイの間に信号が 1 に設定されると、RF 出力信号は、もとの

位相のタイミングより進みます。
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図 60. RF 出力バッファの簡略化したブロック図 

 
図 61. RFOUT ピンのインターフェース回路図 

RF 出力のミュート 
RFOUTxP ピンおよび RFOUTxN ピンは、MUTE_RFOUTx ビッ

ト・フィールド（それぞれレジスタ 0x40 のビット[5:3]および

Bits[2:0]）を用いてミュートできます。 

表 23. MUTE_RFOUTx（ビット 0～ビット 7）の制御 
MUTE_RFOUTx の

ビット 機能 
0 通常動作 
1 ミュートをローにし、エミッタ・フォロワ・ドラ

イバを無効化 
2 ミュートをハイにし、エミッタ・フォロワ・ドラ

イバを無効化 
3 ミュートをローにし、エミッタ・フォロワ・ドラ

イバをオンに保持 
4 ミュートをローにし、キャリブレーション中にエ

ミッタ・フォロワ・ドライバを無効化 
5 ミュートをローにし、キャリブレーション中にエ

ミッタ・フォロワの動作を継続 
6 ミュートをローにし、LOCKED = 0 の場合にエ

ミッタ・フォロワ・ドライバを無効化 
7 ミュートをローにし、LOCKED = 0 の場合にエ

ミッタ・フォロワの動作を継続 
 

電流の変動を最小限に抑えるには、エミッタ・フォロワをオン

のままにするオプションを使用することを推奨します。 
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パワーアップと初期化のシーケンス 
次の手順は、ADF4383 のパワーアップと初期化の推奨シーケン

スです。 

1. 仕様規定された電圧を V5V、V3.3V_1、V3.3V_2の電源グループに

印加します。ADF4383 はこの時点では完全にパワーダウ

ン・モードで、SPI のプログラミングはできません。 
2. CE ピンをロジック・ハイに設定します。プルアップ抵抗を

介して CE ピンを V3_LDO ピンに接続しても構いません。そ

のため、手順 1 と手順 2 は同時に実行します。 
3. 全ての SPI レジスタ・ビットがパワーオン・リセット（POR）

状態に安定するまで 200µs 以上待機した後、SPI をプログラ

ミングして ADF4383 を目的の状態に設定します。以下に、

推奨する SPIプログラミング・シーケンスを示します。 
a. 今後のリードバック動作のために、SDO_ACTIVE ビット

および CMOS_OV ビットを目的の状態に設定します。 
b. 必要な全てのレジスタ・アドレスをプログラムします。

プログラミングの順番は重要ではありません。ただし、

必ずレジスタ 0x010 を最後のレジスタ書込みにしてくだ

さい。いくつかのレジスタ・フィールドについて必要な

事前設定値をレジスタ・マップに示します。これらは、

適切なデバイス動作のために必要です。 
4. PD_ALL ビットが 0 に設定されるまで、ADF4383 はパワーダ

ウン・モードを維持します。PD_ALL が無効化された後、

VTUNE がループ・フィルタ内でプリチャージされ、VCO の

キャリブレーション時間を削減します。VCO のキャリブ

レーションを開始するまでに必要なプリチャージ時間は、

ループ・フィルタ内のコンデンサの最大値に依存します。待

機時間は、750 × CMAXです。ここで、CMAXはループ・フィル

タ内のコンデンサの最大値です。最小プリチャージ時間は

50µs です。 
5. レジスタ 0x010に書込みを行うと、VCOの自動キャリブレー

ションが始まります。この時点で、ADF4383 は完全に動作

可能となり、新しい周波数を必要に応じて何度でも設定でき

ます。以降の手順は、PD_ALL ビットと CE ピンに関する情

報です。 
6. PD_ALL を 1 に設定すると ADF4383 がパワーダウンします

が、最後に行われた SPI 設定と完全な SPI プログラミング機

能は保持されます。 
7. PD_ALL の状態だけが手順 6 で変更されたのであれば、

PD_ALL を 0 に設定すると、ADF4383 は手順 5 で設定された

周波数に戻ります。10µsの待機後、全ての回路ブロックは内

部で完全にパワーアップされます。この 10µs の待機には、

ループ・フィルタの帯域幅に関する周波数セトリング・タイ

ムは含まれません。 
8. CE ピンのレベルを切り替えると、ADF4383 は完全なパワー

ダウン・モードに戻り、SPI レジスタは POR 状態に戻ります

（手順 2 および手順 3 を参照）。 
 

 
図 62. パワーアップと初期化 

プログラミング手順 
ADF4383 をパワーアップするには、2 種類の方法があります。

標準的なパワーアップと初期化のシーケンス、自動 VCO キャリ

ブレーションのセクションで示す最も一般的に用いられる方法

は、最初のデバイス・パワーアップ時には必須です。 

高速パワーアップと初期化、手動プログラミングによる VCO
キャリブレーション設定のセクションに示す方法は、最初のパ

ワーアップ後にオプションで使用するパワーアップ手順です。 
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標準的なパワーアップと初期化のシーケンス、自動

VCO キャリブレーション 
次の標準的なパワーアップと初期化シーケンスは、ADF4383 を

パワーアップしプログラミングするための推奨手順です。 

1. パワーアップと初期化のシーケンスのセクションの手順 1～
手順 5 を実行します。 

2. オプションで、 VCO キャリブレーション・ビット、

ADC_BUSY、FSM_BUSY（それぞれレジスタ 0x058 のビッ

ト 2 およびビット 1）のステータスをモニタできます。

ADC_BUSY がハイからローに遷移し、次いで FSM_BUSY が

ハイからローに遷移すると、VCO のキャリブレーションは

終了します。 
3. VCO のキャリブレーションが終了したら、EN_DRCLK = 

EN_DNCLK = EN_ADC_CLK = 0 に設定して VCO キャリブ

レーション・クロックを無効化します。VCO キャリブレー

ション・クロックを無効化すると、不要なスプリアス成分を

低減できます。 
4. ロック検出器が LKDET ピン（27 番ピン）および LOCKED

ビット（レジスタ 0x58 のビット 0）をハイに設定すると、

PLL がロックされます。 
5. 周波数を変更する場合は、次の手順を実行します。 

a. 変更されるレジスタのみをプログラムします。 
b. レジスタ 0x010 に書込みを行うと、変更の有無に関わり

なく、最終ステップとして新しい VCO自動キャリブレー

ションを開始します。 

高速パワーアップと初期化、手動プログラミングによ

る VCO キャリブレーション設定 
高速の周波数ホッピング・アプリケーションでは、ロック時間

をこれより大幅に短くする必要があります。ADF4383 は、VCO
のキャリブレーションをバイパスすることによって全体的な

ロック時間を減少するよう、事前設定されたキャリブレーショ

ン値を使って手動でプログラムできます。キャリブレーション

値は、まず自動キャリブレーションを実行し、所定の周波数に

対応する帯域、コア、バイアス値をリードバックすることに

よって取得されます。次にこれらの値は、後続のデバイス初期

化において ADF4383 に手動でプログラムできます。プロセスの

変動があるため、リードバック値は、デバイスごとに異なりま

す。 

次に示すステップは、初期化後の手動 VCO キャリブレーション

を実行するための手順の概要です。 

1. 必要な目標周波数で自動キャリブレーションを実行します。 
2. VCO_CORE および VCO_BAND をリードバックして記録し

ます。 
3. VCO_CORE = 0 の場合、VCO0_BIAS_RDBK から VCO バイ

アス値を読み出します。VCO_CORE = 1 の場合、

VCO1_BIAS_RDBK から VCO バイアス値を読み出します。

読み出した値は M_VCO_BIAS 値として用いられます。 
4. その後のパワーアップと初期化のシーケンスにおいて、オー

バーライド（O_VCO_CORE、O_VCO_BAND、

O_VCO_BIAS）および手動 VCO ビット（M_VCO_CORE、
M_VCO_BAND、M_VCO_BIAS）を表 24 に示すようにプロ

グラムします。 
5. 必要に応じてフラクショナル N 分周器のビット・フィール

ド値をプログラムします。計算については、出力周波数のセ

クションを参照してください。 
 

6. N_INT 値（レジスタ 0x010）をプログラムして、手動キャリ

ブレーション値を全てプログラムします。 
7. 目標周波数ごとにこのシーケンスを繰り返します。 

注：N_INT レジスタに書き込んだ後に、インテジャーからフラ

クショナル（またはフラクショナルからインテジャー）に RF出

力周波数を移行する場合は、MUTE_NCLK を 1に設定した後、0
に設定する必要があります。 

表 24. 手動プログラミングによる VCO キャリブレーション設定 
ビット・ 
フィールド 値 説明 
O_VCO_DB 0x1 N_INT をプログラムすることによっ

て、手動キャリブレーション値がダ

ブル・バッファされます。 
EN_AUTOCAL 0x0 自動キャリブレーションを無効化し

ます。 
EN_DRCLK 0x0 デジタル・ブロックへの DIV_RCLK

を無効化します。 
EN_DNCLK 0x0 デジタル・ブロックへの DIV_NCLK

を無効化します。 
EN_ADC_CLK 0x0 ADC クロックを無効化します。 
O_VCO_CORE 0x1 VCO コアを M_VCO_CORE の値で

オーバーライドします。 
O_VCO_BAND 0x1 VCO の帯域を M_VCO_BAND でオー

バーライドします。 
O_VCO_BIAS 0x1 VCOバイアスをM_VCO_BIASでオー

バーライドします。 
M_VCO_CORE Program with 

recorded values 
O_VCO_CORE = 1 の場合に VCO コ

アを選択します。 
M_VCO_BAND Program with 

recorded values 
O_VCO_BAND = 1 の場合にコア内の

帯域を選択します。 
M_VCO_BIAS Program with 

recorded values 
O_VCO_BIAS = 1 の場合に使用する

バイアス値を選択します。 
N_INT N-divider 

integer word 
ダブル・バッファされた手動キャリ

ブレーション値を書込み時にプログ

ラムします。 
MUTE_NCLK 0x1 N 分周器ブロックから PFD へのク

ロック信号をミュートにします。イ

ンテジャーからフラクショナル周波

数、またはフラクショナルからイン

テジャー周波数に移行する場合にの

み、MUTE_NCLK を 1 に設定した後 0
に設定する必要があります。 
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高速キャリブレーション 
高速キャリブレーション機能により、出力周波数を変更するた

びに VCO キャリブレーション時間を 2µs 未満にできます。これ

を行うには、ADF4383のオクターブ範囲にわたり、32個の VCO
コア、帯域、バイアス値を個別に保存します。高速キャリブ

レーションは、デバイスの初期化の間に開始できます。高速

キャリブレーションが開始されると、ADF4383 のオクターブ出

力周波数範囲にわたり、32 個の出力周波数で自動キャリブレー

ションが実行されます。デバイスのレジスタ・マップのオン

チップ・ルックアップ・テーブルを用いて、各出力周波数の対

応する VCO コア、帯域、バイアス値が保存されます。 

初期化後、それ以降の出力周波数変更は、それ以前に保存され

たルックアップ・テーブルを用い、最適な VCO キャリブレー

ション値を補間によって決定します。高速キャリブレーション

は、メモリ・ストレージを備えた外部マイクロコントローラが

必要な手動プログラミングによる VCO キャリブレーション設定

に対する効果的な代替ソリューションです。これは、手動書込

みに比べ、出力周波数ごとに必要な SPI 書込みの数も減らしま

す。この機能は、多くの周波数ホップが必要なアプリケーショ

ンにおいて特に有用です。 

ループ・フィルタの設計 
安定なループ・フィルタを設計するために、ADF4383 のルー

プ・フィルタ部品を選択する際には注意が必要です。ループ・

フィルタの設計とシミュレーションには ADIsimPLL をダウン

ロードしてインストールすることを推奨します。ADIsimPLL に

は、初めて使うユーザのためにチュートリアルが含まれており、

また、より複雑なトピックに対してのヘルプ・マニュアルも備

わっています。ADIsimPLL のウェブ・ページには、いくつかの

ADIsimPLL トレーニング・ビデオも用意されています。ルー

プ・フィルタの設計とシミュレーションを終了した後は、

ADF4383 評価用ハードウェアを用いて新しいループ・フィルタ

を検証することを推奨します。ループ・フィルタ設計の完全な

チュートリアルは、このデータシートの範囲を超えています。

しかし、いくつかのベスト・プラクティスを以下に示します。

ADIsimPLL はこれらのパラメータの定義とシミュレーションの

助けとなるものです。これらの項目を大幅に変更すると、新た

なループ・フィルタの設計が必要になります。 

安定なループ・フィルタは次の条件を満たす必要があります。 

► ループ・フィルタの位相マージン > 45º 
► ループ・フィルタの帯域幅 < fPFD ÷ 10 

必要なループ・フィルタの帯域幅は、ADF4383 の次の主要な性

能パラメータによって決まります。 

► ICP 
► KVCO 
► PFD 周波数 
► リファレンス入力の位相ノイズ（リファレンスの位相ノイズ

のセクションを参照） 
► ジッタを最小化することと、セトリング・タイムを最小化す

ることとのトレードオフ 

VTUNE ピンには GNDとの間に 54pF のコンデンサが内蔵されて

おり、これをループ・フィルタの設計に含める必要があります。

ADIsimPLL ではこの内部コンデンサを自動的に考慮します。 

ループ・フィルタ部品を選択する際のもう 1 つの考慮事項は、

ループ・フィルタ設計における最大コンデンサ値です。これは、

VCO キャリブレーション前の最小 VTUNE プリチャージ時間に

直接影響するためです。最小プリチャージ時間は次式で計算さ

れます。 

 

ここで、 

I は、VCO キャリブレーションのジェネレータ電流（6mA）。 
C は、ループ・フィルタ最大容量。 
V は、公称チャージ・ポンプ電圧。 

例えば、使用する容量値が 10nF でチャージ・ポンプ電圧が 3.6V
の場合、以下のようになります。 

 

プリチャージ時間に依存するビット・フィールドのプログラミ

ングについては、VCO のキャリブレーションのセクションを参

照してください。 

リファレンス源に関する考慮事項 
リファレンス入力ネットワーク 
図 46 に示す ADF4383 のリファレンス入力バッファは、差動周

波数源にもシングルエンド周波数源にも柔軟にインターフェー

スできます。図 63～図 68に、様々なリファレンス信号タイプに

対して推奨されるインターフェースを示します。全ての特性イ

ンピーダンス（Z0）信号パターンは、50Ω の伝送線です。 

 
図 63. シングルエンド 50Ωソース（VREF < 2.6V p-p） 

 
図 64. シングルエンド 50Ωソース（VREF < 2.6V p-p） 
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図 65. シングルエンド CMOS（RSERは直列抵抗） 

 
図 66. 差動、低電圧、正エミッタ結合ロジック（LVPECL） 

 
図 67. 差動 LVDS 

 
図 68. 差動 CML 

リファレンスの位相ノイズ 
ADF4383 では、インテジャー・モードで LNORM = −239dBc/Hz、
フラクショナル・モードで LNORM = −237dBc/Hz の正規化された

帯域内位相ノイズ・フロアを実現します。 

入力換算位相ノイズ・フロア（LIN）を計算するには、次式を用

います。 

 
例えば、リファレンス入力周波数が 100MHz では、フラクショ

ナル・モードでの LIN は、−157dBc/Hz となります。リファレン

ス周波数源の位相ノイズは、全体的なシステム位相ノイズに影

響しこれを増加させることのないよう、LINを少なくとも 6dB 下

回る必要があります。 

代表的な LNORM 性能を維持するために、入力リファレンス信号

のタイプと振幅に応じて最適な REF_SEL（レジスタ 0x030 の

ビット 5）の設定を選択するための基準を、表 7 に示します。 

同期入力ネットワーク 
SYNC 入力ピンは、入力 SYNC 信号レベルの範囲に対応できる

よう、SYNC_SELビットを用いてCML/LVPECLインターフェー

ス、または LVDS インターフェース用に設定できます。図 69～
図 72 に SYNC 入力ピンへの推奨入力ネットワークを示します。 

 
図 69. DC 結合差動 CML（SYNC_SEL = 0 に設定） 

 
図 70. DC 結合差動 LVPECL（SYNC_SEL = 0 に設定） 

 
図 71. DC 結合差動 LVDS（SYNC_SEL = 1 に設定） 

 
図 72. LVDS 入力への DC 結合 3.3V シングルエンド・ロジック

（SYNC_SEL = 1 に設定） 

出力の位相ノイズ特性 
帯域内出力位相ノイズ 
fOUT で発生する帯域内位相ノイズ・フロア（LOUT）を計算する

には、次式を用います。 
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または 

 

1/f ノイズによる出力位相ノイズ 
オフセット周波数が低い場合の帯域内位相ノイズは、fPFDに応じ

て、ADF4383の 1/fの影響を受ける可能性があります。所定の周

波数オフセット（fOFFSET）で出力される 1/f 位相ノイズを次式か

ら概算するには、正規化された帯域内 1/f ノイズ（L1/f） 
を−287dBc/Hz とします。 

 

帯域内ノイズ・フロア（LOUT）とは異なり、1/f ノイズ（LOUT(1/f)）

は、fPFDによって変化はしませんが、オフセット周波数に対して

一定というわけではありません。インテジャー・モードで fPFD

が 100MHz および 500MHz の場合の帯域内位相ノイズの例を、

図73に示します。合計位相ノイズはLOUTとLOUT(1/f)の和であり、

次式で計算できます。 

 

 
図 73. 理論的な帯域内位相ノイズ（fOUT = 10GHz） 

複数の ADF4383 デバイスの出力位相同期 
複数の ADF4383 デバイスを同期するには、以下の 2 つの方法の

いずれかを使用します。 

► EZSyncTM法。これは、SPI レジスタ書込みを用いて同期を行

います。 

► タイミング同期法。これは、ADF4383 の SYNCx ピンを用い

て同期を行います。 

 

EZSync 法 
EZSync 同期法では、複数のデバイスの出力位相を別々の同期信

号を必要とすることなく同期できるため、複数の ADF4383 デバ

イスを用いるシステムにおいて、PCB レイアウトの複雑さを軽

減できるという利点があります。 

EZSync では、SYNC ピンを用いる代わりに、SW_SYNC = 1 に設

定することによって SPI を通じて同期要求を送信します。SPI を
通じて要求を送信する際の問題点は、SPIが低速のプロトコルで

あることと、時間精度がないことです。別の課題として、同じ

リファレンス周期で要求を送信することが挙げられます。これ

は、多くの ADF4383 デバイスを用いる場合には不可能となりま

す。EZSync では、DC カップリングされたリファレンス信号を

グリッチなく開始および停止し、SPIを通じて要求を送信する際

のセットアップ時間およびホールド時間をなくすことで、これ

らの問題を解決します。リファレンス信号は、正確に、かつグ

リッチやラント・パルスを生じることなく、停止および開始を

行う必要があります。EZSync に対応していることから、

HMC7044B などのアナログ・デバイセズのクロック生成および

分配デバイスが推奨されます。 

以下に説明するステップは、2個の ADF4383デバイスを使用して

EZSyncを実行するための手順の概略です（ハードウェアは図 74
に従ってセットアップされていることを仮定）。 

1. 以下に従い、HMC7044B を EZSync 設定用にセットアップし

ます。 
a. ADF4383 に対するリファレンスとして用いるチャンネル

を動的モードに設定します。例えば、チャンネル 0 の場

合、レジスタ 0x00C8 を 0xFF に設定します。 
b. チャンネルの出力ドライバ・モードを LVPECL または

CML に設定し、チャンネルのミュート・セレクトを 0 に

設定します。例えば、レジスタ 0x00D0 = 0x89 に設定し

ます。 
c. レジスタ 0x005A を 0x07 に設定することにより、パルス

発生のモード選択を連続モードに設定します。 
d. リファレンスを開始するには、リシード要求を送信しま

す。そのためには、レジスタ 0x001 を 0x80 に設定してか

ら 0x00 に設定し、リシード要求を 1 に設定してから 0 に

設定します。 
2. 次のように、各 ADF4383 をセットアップします。 

a. デフォルトの初期化設定値で ADF4383 を初期化します。 
b. TIMED_SYNC = 0 に設定します。 
c. EN_REF_RST = 1 に設定します。 
d. EN_PHASE_RESYNC = 1 に設定します。 
e. SYNC_SEL = 1 に設定します。 

3. 両方の ADF4383 がロックされていることを確認します。 
4. 両方の ADF4383 の RFOUT 信号を同期させます。 

a. まず、オシロスコープで、両方の ADF4383 デバイスが同

期していないことを確認します。 
b. 各 ADF4383 に対し、SW_SYNC = 1 に設定します。 
c. パルス発生器モード選択を 0 に設定して、HMC7044B の

リファレンスを停止します（レジスタ 0x005A を 0x00 に

設定）。 
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d. HMC7044B のパルス発生器モード選択を 7 に設定します

（レジスタ 0x005A を 0x07 に設定）。 
e. レジスタ 0x0001 を 0x04 に設定してから 0x0 に設定する

ことにより、パルス要求を送信し、リファレンスを再開

します。 
f. 各 ADF4383 に対し、SW_SYNC = 0 に設定します。 

5. オシロスコープで、両方の ADF4383 デバイスからの出力が

同期していることを確認します（ケーブルのミスマッチによ

るものを除く）。 

 
図 74. EZSync の構成 

タイミング同期法 
タイミング同期法は、外部同期信号を用いて複数の ADF4383 デ

バイスを同期します。こちらの方が、より伝統的なデバイス同

期方法です。この方法は、同期信号を提供するために、クロッ

ク分配デバイスから外部信号を追加する必要があります。出力

位相を正確に一致させるために、各同期信号が一致している必

要があります。ADF4383 の SYNC ピンで同期パルスの立上がり

エッジが同期プロセスの開始をトリガし、それによってデバイ

スはリセット状態に置かれます。同期パルスの立下がりエッジ

で、各 ADF4383 の RFOUT 信号の位相が、リファレンスの位相

を基準とする既知の位相に揃えられます。 

以下に説明するステップは、図 75 に示す構成で、2 個の

ADF4383 デバイスのタイミングを同期する手順の概略です。 

1. 次のように、HMC7044B をセットアップします。 
a. ADF4383 へのリファレンスとして用いるチャンネルを非

同期モードに設定します（例えば、チャンネル 0 の場合

レジスタ 0x00C8 を 0xF3 に設定）。 
b. リファレンス・チャンネルの分周比を 16 に設定し、リ

ファレンス周波数を 250MHz にします（例えば、チャン

ネル 0 の場合レジスタ 0x00C9 を設定）。 
c. ADF4383 への SYNC 信号として用いるチャンネルを動的

モードに設定します（例えば、レジスタ 0x00D2 を 0xFF
に設定）。 

d. SYNC チャンネルの分周比を 8 に設定します。 
e. HMC7044B の SYSREF タイマー（レジスタ 0x005B およ

びレジスタ 0x005C）の値を、SYNC チャンネルの分周器

と同じ値に設定します。 
f. パルス・モード選択をパルスに設定します（レジスタ

0x005A を 0x01 に設定）。 

g. リファレンスを開始するには、リシード要求を送信しま

す。そのためには、レジスタ 0x001 を 0x80 に設定してか

ら 0x00 に設定し、リシード要求を 1 に設定してから 0 に

設定します。 

2. 次のように、ADF4383 をセットアップします。 

a. TIMED_SYNC（レジスタ 0x01E のビット 5） = 1 に設定

します。 
b. EN_REF_RST（レジスタ 0x01E のビット 6） = 1 に設定し

ます。 
c. EN_PHASE_RESYNC（レジスタ 0x01E のビット 7） = 1

に設定します。 
d. SYNC_SEL（レジスタ 0x053 のビット 5） = 0 に設定しま

す。 
e. R_DIV（レジスタ 0x020 のビット[5:0]） = 4 に設定しま

す。 
f. EN_DRCLK（レジスタ 0x02D のビット 6） = 1 に設定し

ます。 
g. ADF4383 デバイスがロックされていることを確認します。 

3. 両方の ADF4383 デバイスを次のように同期します。 

a. 両方の ADF4383 の出力が同期していないことを確認しま

す。 
b. レジスタ 0x001 のデータを 0x04 から 0x00 にトグルする

ことにより、HMC7044B にパルス・ジェネレータ要求を

送信します。 
c. 両方の ADF4383 デバイスで両方の出力の位相が同期して

いることを確認します。 

 
図 75. タイミング同期の構成 
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位相同期の設定値 
ADF4383 の位相ノイズおよびスプリアス性能を最適化するため

に、使用する fPFD に基づいてプログラムしなくてはならない

ビット・フィールドがいくつかあります。表 25 に、位相同期の

ために最適な設定値を示します。 

 

表 25. 位相同期の設定値 

 
1 xx_DEL は、SYNC_DEL、DNCLK_DEL、DRCLK_DEL を表します。 
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位相再同期 
位相再同期は、出力周波数ごとに、入力リファレンスに対して

RFOUT 信号の位相を整合させることのできる機能です。これは、

複数の ADF4383 デバイスを同期させることが必要なアプリケー

ションにおいて有用です。複数のデバイスの同期後は、更に

（例えば周波数の変更後に）再同期を行う必要はありません。

位相再同期を用いる場合、MOD2WORDMAX の最大値は、217 − 
1 = 131071 です。MOD2WORDMAX の計算については、出力周

波数のセクションを参照してください。 

次のシーケンスが、位相再同期法の手順です。 

1. ADF4383 デバイスをパワーアップして初期化します。 
2. 全ての ADF4383 デバイスを同じ周波数に設定します。 
3. 初期同期を行います（詳細については、タイミング同期法の

セクションおよび EZSync 法のセクションを参照）。 
4. 以下のステップを実行することにより、位相再同期モードを

有効にします。 
a. DEL_MODE（レジスタ 0x032 のビット 5） = 1 に設定し

ます。 
b. EN_PHASE_RESYNC（レジスタ 0x01E のビット 7） = 1

に設定します。 
c. EN_REF_RST（レジスタ 0x01E のビット 6） = 0 に設定し

ます。 
d. EN_DRCLK（レジスタ 0x02D のビット 6） = 1 に設定し

ます。 
e. 以下の式により、tRESYNC のデフォルトを 100µs に設定し

ます。 

 
ここで、fPFD = 250MHz、tRESYNC = 25,000 です。 

なお、高速パワーアップと初期化、手動プログラミングによる

VCO キャリブレーション設定を用いる場合（高速パワーアップ

と初期化、手動プログラミングによる VCO キャリブレーション

設定のセクションを参照）、インテジャーからフラクショナル

（またはその逆）の RF出力周波数に移行した後、MUTE_NCLK
を 1 に設定する必要があります。この場合、周波数変更後に

MUTE_NCLK を 1 に設定するたびに、位相再同期は維持されな

くなります。 
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表 26. ADF4383 のレジスタ一覧 
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表 26. ADF4383 のレジスタ一覧（続き） 
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表 26. ADF4383 のレジスタ一覧（続き） 
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表 26. ADF4383 のレジスタ一覧（続き） 
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表 26. ADF4383 のレジスタ一覧（続き） 
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表 26. ADF4383 のレジスタ一覧（続き） 

 
 

レジスタの詳細 
アドレス：0x000、リセット：0x00、レジスタ名：REG0000 

表 27. REG0000 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 SOFT_RESET_R SOFT_RESET の繰り返し。 0x0 R/W 
6 LSB_FIRST_R LSB_FIRST の繰り返し。 0x0 R/W 
5 ADDRESS_ASCENSION_R ADDRESS_ASCENSION の繰り返し。 0x0 R/W 
4 SDO_ACTIVE_R SDO_ACTIVE の繰り返し。 0x0 R/W 
3 SDO_ACTIVE 3 線式動作か 4 線式動作かの選択。  

0：3 線式。 
1：4 線式 SPI（SDO が有効化され、SDIO は入力専用になります）。 

0x0 R/W 

2 ADDRESS_ASCENSION ストリーミング時のアドレス・アセンション 
0：ストリーミング時アドレスは自動でデクリメント。 
1：ストリーミング時アドレスは自動でインクリメント。 

0x0 R/W 
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表 27. REG0000 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
1 LSB_FIRST I/O データは LSB ファーストを指向。  

0：MSBファースト。 
1：LSB ファースト。 

0x0 R/W 

0 SOFT_RESET REG0000 以外の SPI レジスタを POR 状態にリセット。自動クリアのリセット  
0：通常動作。 
1：ソフト・リセット。 

0x0 R/W 

 

アドレス：0x001、リセット：0x00、レジスタ名：REG0001 

表 28. REG0001 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 SINGLE_INSTRUCTION 単一命令。 

0：SPI ストリーミングを有効化。  
1：SPI ストリーミングを無効化。 

0x0 R/W 

6 REG01_RSV6 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
5 MAIN_READBACK_CONTROL 上位／下位リードバック制御 

0：ダブル・バッファされたビット・フィールドが下位のレジスタをリードバックする

場合。  
1：ダブル・バッファされたビット・フィールドが上位のレジスタをリードバックする

場合。 

0x0 R/W 

4 REG01_RSV4 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
3 RESERVED 予約済み。 0x0 R 
2 REG01_RSV1 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
1 REG01_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
0 RESERVED 予約済み。 0x0 R 

 

アドレス：0x003、リセット：0x00、レジスタ名：REG0003 

表 29. REG0003 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[3:0] CHIP_TYPE チップ・タイプ = 0x06。 0x0 R 

 

アドレス：0x004、リセット：0x00、レジスタ名：REG0004 

表 30. REG0004 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] PRODUCT_ID[7:0] 製品 ID = 0x0008。 0x0 R 

 

アドレス：0x005、リセット：0x00、レジスタ名：REG0005 

表 31. REG0005 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] PRODUCT_ID[15:8] 製品 ID = 0x0008。 0x0 R 
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アドレス：0x00A、リセット：0x00、レジスタ名：REG000A 

表 32. REG000A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] SCRATCHPAD SPI の SCRATCHPAD。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x00C、リセット：0x56、レジスタ名：REG000C 

表 33. REG000C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] VENDOR_ID[7:0] ベンダ ID = 0x0456。 0x56 R 

 

アドレス：0x00D、リセット：0x04、レジスタ名：REG000D 

表 34. REG000D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] VENDOR_ID[15:8] ベンダ ID = 0x0456。 0x4 R 

 

アドレス：0x010、リセット：0x80、レジスタ名：REG0010 

表 35. REG0010 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] N_INT[7:0]  N 分周器用の 12 ビット・インテジャー・ワード。EN_AUTOCAL = 1 の場合にレジスタ

0x10 に書込みを行うと、自動キャリブレーションがトリガされます。 
0x80 R/W 

 

アドレス：0x011、リセット：0x00、レジスタ名：REG0011 

表 36. REG0011 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:5] RFOUT_DIV RFOUT 分周器。  

000：1 分周。 
001：2 分周。 
010：4 分周。 
011：8 分周。 
100：16 分周。 

0x0 R/W 

4 INV_RFOUT RFOUT1 および RFOUT2 の反転。 
0：RFOUT1 および RFOUT2 を反転しない。  
1：RFOUT1 および RFOUT2 を反転。 

0x0 R/W 

[3:0] N_INT[11:8] N 分周器用の 12 ビット・インテジャー・ワード。EN_AUTOCAL = 1 の場合にレジスタ

0x10 に書込みを行うと、自動キャリブレーションがトリガされます。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x012、リセット：0x00、レジスタ名：REG0012 

表 37. REG0012 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] FRAC1WORD[7:0] 25 ビットの N 分周器 Frac1 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x013、リセット：0x00、レジスタ名：REG0013 

表 38. REG0013 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] FRAC1WORD[15:8] 25 ビットの N 分周器 Frac1 ワード。 0x0 R/W 
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アドレス：0x014、リセット：0x00、レジスタ名：REG0014 

表 39. REG0014 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] FRAC1WORD[23:16] 25 ビットの N 分周器 Frac1 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x015、リセット：0x00、レジスタ名：REG0015 

表 40. REG0015 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 M_VCO_BAND[0] O_VCO_BAND = 1 の場合のコア内の帯域を選択。 0x0 R/W 
6 M_VCO_CORE O_VCO_CORE = 1 の場合に VCO コアを選択。  

0：VCO 0 最高周波数。 
1：VCO 1 最低周波数。 

0x0 R/W 

[5:3] RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
2 INT_MODE インテジャー・モードのイネーブラ。  

0：フラクショナル・モード。 
1：インテジャー・モード。 

0x0 R/W 

1 PFD_POL チャージ・ポンプの PFD 極性ビット。 0x0 R/W 
0 FRAC1WORD[24] 25 ビットの N 分周器 Frac1 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x016、リセット：0x00、レジスタ名：REG0016 

表 41. REG0016 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] M_VCO_BAND[8:1] O_VCO_BAND = 1 の場合のコア内の帯域を選択。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x017、リセット：0x00、レジスタ名：REG0017 

表 42. REG0017 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] FRAC2WORD[7:0] 24 ビットの N 分周器 Frac2 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x018、リセット：0x00、レジスタ名：REG0018 

表 43. REG0018 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] FRAC2WORD[15:8] 24 ビットの N 分周器 Frac2 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x019、リセット：0x00、レジスタ名：REG0019 

表 44. REG0019 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] FRAC2WORD[23:16] 24 ビットの N 分周器 Frac2 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x01A、リセット：0x00、レジスタ名：REG001A 

表 45. REG001A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] MOD2WORD[7:0] 24 ビットの N 分周器 Mod2 ワード。 0x0 R/W 
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アドレス：0x01B、リセット：0x00、レジスタ名：REG001B 

表 46. REG001B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] MOD2WORD[15:8] 24 ビットの N 分周器 Mod2 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x01C、リセット：0x00、レジスタ名：REG001C 

表 47. REG001C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] MOD2WORD[23:16] 24 ビットの N 分周器 Mod2 ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x01D、リセット：0x00、レジスタ名：REG001D 

表 48. REG001D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] BLEED_I[7:0] チャージ・ポンプ・ブリード電流の最適化のセクションを参照してください。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x01E、リセット：0x00、レジスタ名：REG001E 

表 49. REG001E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 EN_PHASE_RESYNC 位相再同期モードを有効化。位相再同期のセクションを参照してください。 0x0 R/W 
6 EN_REF_RST 1 の場合、SW_SYNC ピンまたは SYNC ピンが RDIV および REF カウンタをリセット

します。 
0x0 R/W 

5 TIMED_SYNC リファレンス入力クロックを使用して同期信号をリタイミング。  
0：RDIV およびリファレンス・カウンタは非同期にリセットされます。 
1：同期信号はリファレンス入力クロックでリタイミングされます。 

0x0 R/W 

[4:0] BLEED_I[12:8] チャージ・ポンプ・ブリード電流の最適化のセクションを参照してください。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x01F、リセット：0x00、レジスタ名：REG001F 

表 50. REG001F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 SW_SYNC ソフトウェア SYNC 要求。 0x0 R/W 
6 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
5 BLEED_POL ブリードの極性。 

0：電流シンク。 
1：電流ソース。 

0x0 R/W 

4 EN_BLEED ブリード電流の有効化。 
0：ブリード電流を無効化。 
1：ブリード電流を有効化。 

0x0 R/W 

[3:0] CP_I チャージ・ポンプの電流。 
0000：0.79mA。 
0001：0.99mA。 
0010：1.19mA。 
0011：1.38mA。 
0100：1.59mA。 
0101：1.98mA。 
0110：2.39mA。 
0111：2.79mA。 
1000：3.18mA。 
1001：3.97mA。 
1010：4.77mA。 
1011：5.57mA。 
1100：6.33mA。 
1101：7.91mA。 
1110：9.51mA。 
1111：11.1mA。 

0x0 R/W 
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アドレス：0x020、リセット：0x01、レジスタ名：REG0020 

表 51. REG0020 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 EN_AUTOCAL VCO キャリブレーションの有効化。 

0：VCO のキャリブレーションを無効化。  
1：VCO のキャリブレーションを有効化。 

0x0 R/W 

6 EN_RDBLR リファレンス・ダブラの有効化。  
0：ダブラを無効化。 
1：ダブラを有効化。 

0x0 R/W 

[5:0] R_DIV 6 ビットのリファレンス周波数分周器。 0x1 R/W 

 

アドレス：0x021、リセット：0x00、レジスタ名：REG0021 

表 52. REG0021 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] PHASE_WORD[7:0] 24 ビットの位相ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x022、リセット：0x00、レジスタ名：REG0022 

表 53. REG0022 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] PHASE_WORD[15:8] 24 ビットの位相ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x023、リセット：0x00、レジスタ名：REG0023 

表 54. REG0023 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] PHASE_WORD[23:16] 24 ビットの位相ワード。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x024、リセット：0x00、レジスタ名：REG0024 

表 55. REG0024 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 REF_CK_FALL PFD RCLK の立上がりエッジまたは立下がりエッジからのタイミング。表 25 を参照し

てください。  
0：DRCLK は、PFD RCLK の立上がりエッジで休止します。 
1：DRCLK は、PFD RCLK の立下がりエッジで休止します。 

0x0 R/W 

[6:5] REF_DC_SEL リタイミング前の RDIV 出力の極性の設定。表 25 を参照してください。  
00：反転しない（標準モード）。 
01：常時反転。 
10：50%～67%の間の高デューティ・サイクルを自動的に維持。  
11：33%～50%の間の高デューティ・サイクルを自動的に維持。 

0x0 R/W 
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表 55. REG0024 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
4 DCLK_DIV_SEL DIV_NCLK 分周器 1 を制御するビット・フィールドを選択します。 

0：DIV_NCLK_DIVIDER1 は DCLK_DIV1 によって制御（通常動作モード）。  
1：DIV_NCLK_DIVIDER1 は DNCLK_DIV1 によって制御。 

0x0 R/W 

[3:2] DNCLK_DIV1 DCLK_DIV_SEL = 1 の場合の DIV_NCLK 分周器 1 を制御します。  
00：1 分周。 
01：2 分周。 
10：4 分周。 
11：8 分周。 

0x0 R/W 

[1:0] DCLK_DIV1 DIV_RCLK Div1 を制御します。DCLK_DIV_SEL = 0 の場合、DIV_NCLK 分周器 1 も制

御します。VCO のキャリブレーションのセクションを参照してください。 
00：1 分周。 
01：2 分周。 
10：4 分周。 
11：8 分周。 

0x0 R/W 

 

アドレス：0x025、リセット：0x00、レジスタ名：REG0025 

表 56. REG0025 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] RESYNC_WAIT[7:0] キャリブレーションおよび同期パルス後、再同期が適用されるまでの待機時間を設定

します。位相再同期のセクションを参照してください。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x026、リセット：0x00、レジスタ名：REG0026 

表 57. REG0026 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] RESYNC_WAIT[15:8] キャリブレーションおよび同期パルス後、再同期が適用されるまでの待機時間を設定

します。位相再同期のセクションを参照してください。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x027、リセット：0x00、レジスタ名：REG0027 

表 58. REG0027 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] REG027_RSV1 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
[3:0] REG027_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x028、リセット：0x00、レジスタ名：REG0028 

表 59. REG0028 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 PHASE_RESYNC_RB_SEL 位相再同期リセット・セレクタ。 0x0 R/W 
6 LSB_P1 Σ-Δの LSB への 1 の追加のイネーブル／ディスエーブル。 0x0 R/W 
5 VAR_MOD_EN 補助 Σ-Δ変調器の動作を有効化。 0x0 R/W 
[4:2] DITHER1_SCALE ディザ 1 の LSB のポジションを選択。 0x0 R/W 
1 EN_DITHER2 第 2 アキュムレータに印加されるディザ。 0x0 R/W 
0 EN_DITHER1 第 1 アキュムレータに印加されるディザ。 0x0 R/W 
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アドレス：0x029、リセット：0x00、レジスタ名：REG0029 

表 60. REG0029 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] RFOUT2_OPWR RFOUT2 の出力振幅を選択。 0x0 R/W 
[3:0] RFOUT1_OPWR RFOUT1 の出力振幅を選択。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x02A、リセット：0x04、レジスタ名：REG002A 

表 61. REG002A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 REG2A_RSV7 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
6 REG2A_RSV6 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
5 REG2A_RSV5 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
4 PD_SYNC 同期のパワーダウン。 0x0 R/W 
3 REG2A_RSV3 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
2 PD_RDET リファレンス検出器のパワーダウン。  

0：通常動作。 
1：リファレンス検出器をパワーダウン。 

0x1 R/W 

1 PD_ADC 温度 ADC のパワーダウン。 0x0 R/W 
0 REG2A_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x02B、リセット：0x83、レジスタ名：REG002B 

表 62. REG002B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 PD_ALL メイン電源のパワーダウン。 

0：通常動作。 
1：パワーダウン。 

0x1 R/W 

6 PD_RDIV R 分周器のパワーダウン。  
0：通常動作。 
1：R 分周器をパワーダウン。 

0x0 R/W 

5 PD_NDIV N 分周器のパワーダウン。  
0：通常動作。 
1：N 分周器をパワーダウン。 

0x0 R/W 

4 PD_VCO VCO のパワーダウン。 
0：通常動作。 
1：VCO をパワーダウン。 

0x0 R/W 

3 PD_LD ロック検出器のパワーダウン。  
0：通常動作。 
1：ロック検出器をパワーダウン。 

0x0 R/W 

2 PD_PFDCP PFD チャージ・ポンプのパワーダウン。  
0：通常動作。 
1：PFD チャージ・ポンプをパワーダウン。 

0x0 R/W 

1 PD_RFOUT1 RFOUT1 出力バッファのパワーダウン。  
0：通常動作。 
1：RFOUT1 出力をパワーダウン。 

0x1 R/W 

0 PD_RFOUT2 RFOUT2 出力バッファのパワーダウン。  
0：通常動作。 
1：RFOUT2 出力をパワーダウン。 

0x1 R/W 
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アドレス：0x02C、リセット：0x00、レジスタ名：REG002C 

表 63. REG002C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:5] LDWIN_PW ロック検出器のパルス・ウィンドウ幅。 0x0 R/W 
[4:0] LD_COUNT ロック検出器がハイになるまでの PFD サイクル数。ロック検出器のセクションを参照

してください。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x02D、リセット：0x00、レジスタ名：REG002D 

表 64. REG002D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 EN_DNCLK デジタル・ブロックへの DIV_NCLK の有効化。  

0：DIV_NCLK オフ。 
1：DIV_NCLK オン。 

0x0 R/W 

6 EN_DRCLK デジタル・ブロックへの DIV_RCLK の有効化。  
0：DIV_RCLK オフ。 
1：DIV_RCLK オン。 

0x0 R/W 

5 EN_LOL ロック喪失検出器の有効化。  
0：ロック喪失検出器を無効化。 
1：ロック喪失検出器を有効化。 

0x0 R/W 

4 EN_LDWIN ロック検出器のパルス・ウィンドウの有効化。  
0：ロック検出器のパルス・ウィンドウを無効化。 
1：ロック検出器のパルス・ウィンドウを有効化。 

0x0 R/W 

3 REG2D_RSV3 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
2 RST_LD ロック検出器をアンロック状態にリセット。  

0：リセット無効。 
1：リセット有効。 

0x0 R/W 

1 REG2D_RSV1 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
0 REG2D_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x02E、リセット：0x00、レジスタ名：REG002E 

表 65. REG002E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] MUXOUT MUXOUT のテスト信号を選択。 

0000：高インピーダンス。 
0001：ロック検出器の出力。 
0100：fDIV_RCLK/2。 
0101：fDIV_NCLK/2。 
0111：ロジック・ロー。 
1000：ロジック・ハイ。 

0x0 R/W 

3 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
2 EN_CPTEST チャージ・ポンプ強制アップまたはダウン・テスト・モードの有効化。 

0：チャージ・ポンプ強制アップ／ダウン・テスト・モードをオフ（通常動作）。 
1：チャージ・ポンプ強制アップ／ダウン・テスト・モードをオン。 

0x0 R/W 

1 CP_DOWN 強制ポンプ・ダウンのチャージ・ポンプ・テスト・モード。 
0：強制ポンプ・ダウンをオフ。 
1：強制ポンプ・ダウンをオン。 

0x0 R/W 

0 CP_UP 強制ポンプ・アップのチャージ・ポンプ・テスト・モード。 
0：強制ポンプ・アップをオフ。 
1：強制ポンプ・アップをオン。 

0x0 R/W 
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アドレス：0x02F、リセット：0x00、レジスタ名：REG002F 

表 66. REG002F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 BST_REF 小振幅のサイン波リファレンス入力のゲイン・ブースト（REF_SEL = 1）。  

0：REF_SEL = 1 でリファレンス入力信号が 8dBm より大きい場合に使用。 
1：REF_SEL = 1 でリファレンス入力信号が 8dBm より小さい場合に使用。 

0x0 R/W 

6 FILT_REF サイン波リファレンス入力バッファのノイズ・フィルタの選択。  
0：ノイズ・フィルタをオフ。 
1：ノイズ・フィルタをオン。 

0x0 R/W 

[5:0] RDBLR_DC リファレンス・ダブラの出力デューティ・サイクル。表 11 を参照してください。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x030、リセット：0x00、レジスタ名：REG0030 

表 67. REG0030 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 MUTE_NCLK デジタル・ブロックへの N 分周器出力をミュート。通常動作では 0 に設定します。 0x0 R/W 
6 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
5 REF_SEL CML リファレンス入力またはサイン波／低スルー・レート・リファレンス入力の選択。  

0：CML リファレンス入力。 
1：サイン波または低スルー・レート・リファレンス入力。 

0x0 R/W 

4 INV_RDBLR リファレンス・ダブラ出力の反転。表 11 を参照してください。  
0：ダブラ出力を反転しない。 
1：ダブラ出力を反転。 

0x0 R/W 

[3:0] RDBLR_DEL_SEL ダブラのパルス幅の設定。表 11 を参照してください。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x031、リセット：0x00、レジスタ名：REG0031 

表 68. REG0031 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:5] SYNC_DEL 同期経路用のプログラマブルな入力遅延を設定。表 25 を参照してください。 0x0 R/W 
4 RST_SYS SPI 以外のデジタルおよびレジスタを POR 状態にリセット。  

0：リセット無効。 
1：リセット有効。 

0x0 R/W 

3 EN_ADC_CLK ADC クロックの有効化。 
0：ADC クロックを無効化。 
1：ADC クロックを有効化。 

0x0 R/W 

2 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
1 REG31_RSV1 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
0 DCLK_MODE VCO のキャリブレーション時に RCLK および NCLK の周波数を 2 分の 1 に分周。 

0：周波数の分周を無効化。 
1：周波数の分周を有効化。 

0x0 R/W 

 

アドレス：0x032、リセット：0x00、レジスタ名：REG0032 

表 69. REG0032 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
6 REG32_RSV6 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
5 DEL_MODE 使用する調整モードの選択。 

0：チャージ・ポンプ・ブリード・モード。 
1：Σ-Δモード。 

0x0 R/W 
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表 69. REG0032 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
4 EN_AUTO_ALIGN クロック・アライン・モードの有効化。 

0：位相調整は、PHASE_ADJ を設定することにより、SPI 書込みを用いて行われます。  
1：位相調整は、DEL_STR ピンおよび DEL_ADJ ピンを用いて行われます。 

0x0 R/W 

3 PHASE_ADJ_POL 位相調整の極性を決定。  
0：選択した位相値を減算。 
1：選択した位相値を加算。 

0x0 R/W 

[2:0] EFM3_MODE Σ-Δ変調器最適化モードのセクションを参照してください。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x033、リセット：0x00、レジスタ名：REG0033 

表 70. REG0033 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] PHASE_ADJUSTMENT 位相調整のセクションを参照してください。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x034、リセット：0x00、レジスタ名：REG0034 

表 71. REG0034 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 PHASE_ADJ PHASE_ADJUSTMENT で設定された位相調整値を適用します。 0x0 R/W 
[6:4] DRCLK_DEL デジタル RCLK 経路用のプログラマブルな入力遅延を設定します。表 25 を参照してく

ださい。 
0x0 R/W 

[3:1] DNCLK_DEL デジタル NCLK 経路用のプログラマブルな入力遅延を設定します。表 25 を参照してく

ださい。 
0x0 R/W 

0 RST_CNTR 周波数カウンタ・テスト・モードにリセットします。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x035、リセット：0x00、レジスタ名：REG0035 

表 72. REG0035 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
[5:0] M_VCO_BIAS O_VCO_BIAS = 1 の場合に使用するバイアス値を選択します。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x036、リセット：0x00、レジスタ名：REG0036 

表 73. REG0036 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 RFOUTODIV_DB RFOUTO_DIV のダブル・バッファリング。 0x0 R/W 
6 DCLK_DIV_DB DCLK_DIV1 および DNCLK_DIV1 のダブル・バッファリング。 0x0 R/W 
[5:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
1 EN_LUT_GEN LUT ジェネレータの有効化。 0x0 R/W 
0 EN_LUT_CAL キャリブレーション用にルックアップ・テーブルの使用を有効化。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x037、リセット：0x00、レジスタ名：REG0037 

表 74. REG0037 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] CAL_COUNT_TO VCO キャリブレーションの決定ごとのタイムアウト値。VCO のキャリブレーションの

セクションを参照してください。 
0x0 R/W 
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アドレス：0x038、リセット：0x00、レジスタ名：REG0038 

表 75. REG0038 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] CAL_VTUNE_TO[7:0] VCO の VTUNE セトリングのタイムアウト値。VCO のキャリブレーションのセクショ

ンを参照してください。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x039、リセット：0x00、レジスタ名：REG0039 

表 76. REG0039 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 O_VCO_DB M_VCO_CORE、M_VCO_BAND、M_VCO_BIAS のダブル・バッファリング。VCO の

キャリブレーションのセクションを参照してください。 
0：コア、バイアス、帯域をダブル・バッファリングしない。  
1：コア、バイアス、帯域をダブル・バッファリング。 

0x0 R/W 

[6:0] CAL_VTUNE_TO[14:8] VCO の VTUNE セトリングのタイムアウト値。VCO のキャリブレーションのセクショ

ンを参照してください。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x03A、リセット：0x00、レジスタ名：REG003A 

表 77. REG003A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] CAL_VCO_TO[7:0] VCO キャリブレーションの帯域およびコアのセトリングのタイムアウト値。VCO の

キャリブレーションのセクションを参照してください。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x03B、リセット：0x00、レジスタ名：REG003B 

表 78. REG003B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 DEL_CTRL_DB 遅延制御のダブル・バッファリング。  

0：ダブル・バッファリングしない。 
1：ダブル・バッファリングする。 

0x0 R/W 

[6:0] CAL_VCO_TO[14:8] VCO キャリブレーションの帯域およびコアのセトリングのタイムアウト値。VCO の

キャリブレーションのセクションを参照してください。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x03C、リセット：0x00、レジスタ名：REG003C 

表 79. REG003C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] REG3C_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x03D、リセット：0x00、レジスタ名：REG003D 

表 80. REG003D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
6 REG3C_RSV6 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
5 CMOS_OV MUXOUT、LKDET、SDO、SDIO のロジック・ハイ電圧。  

0：1.8V ロジック。 
1：3.3V ロジック。 

0x0 R/W 

4 REG3D_RSV1 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
[3:0] REG3D_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
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アドレス：0x03E、リセット：0x00、レジスタ名：REG003E 

表 81. REG003E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] ADC_CLK_DIV ADC クロック周波数 = (DIV_RCLK 周波数)/((ADC_CLK_DIV × 4) + 2) 0x0 R/W 

 

アドレス：0x03F、リセット：0x00、レジスタ名：REG003F 

表 82. REG003F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 REG3F_RSV7 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
6 REG3F_RSV6 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
5 REG3F_RSV5 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
4 REG3F_RSV4 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
3 REG3F_RSV3 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
2 REG3F_RSV2 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
1 EN_ADC ADC の有効化。 

0：ADC を無効化。 
1：ADC を有効化。 

0x0 R/W 

0 REG3F_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x040、リセット：0x00、レジスタ名：REG0040 

表 83. REG0040 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 REG40_RSV7 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
6 REG40_RSV6 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
[5:3] MUTE_RFOUT2 RFOUT2バッファのミュート制御。RF出力のミュートのセクションを参照してください。 0x0 R/W 
[2:0] MUTE_RFOUT1 RFOUT1バッファのミュート制御。RF出力のミュートのセクションを参照してください。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x041、リセット：0x00、レジスタ名：REG0041 

表 84. REG0041 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:5] REG41_RSV5 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
4 REG41_RSV4 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
3 REG41_RSV3 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
2 REG41_RSV2 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
1 REG41_RSV1 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
0 REG41_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x042、リセット：0x00、レジスタ名：REG0042 

表 85. REG0042 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] REG42_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x043、リセット：0x00、レジスタ名：REG0043 

表 86. REG0043 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] REG43_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 
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アドレス：0x044、リセット：0x00、レジスタ名：REG0044 

表 87. REG0044 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 VCAL_ZERO VTUNE を駆動する VCAL 生成アンプが安定化するループ・フィルタ構成部品値の範囲を

拡張します。 
0x0 R/W 

[6:0] REG44_RSV0 VCAL の温度成分に伴うプログラマブルな増加。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x045、リセット：0x00、レジスタ名：REG0045 

表 88. REG0045 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
[6:0] REG45_RSV0 VCAL の温度成分に伴うプログラマブルな減少。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x04B、リセット：0x00、レジスタ名：REG004B 

表 89. REG004B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] REG4B_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x04C、リセット：0x00、レジスタ名：REG004C 

表 90. REG004C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
[5:0] REG4C_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x04D、リセット：0x00、レジスタ名：REG004D 

表 91. REG004D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:3] RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
2 O_VCO_BIAS M_VCO_BIAS で VCO バイアスをオーバーライド。 0x0 R/W 
1 O_VCO_BAND M_VCO_BAND で VCO 帯域をオーバーライド。 

0：VCO キャリブレーションのステート・マシンに基づく VCO 帯域コード。 
1：M_VCO_BAND に基づく VCO 帯域コード。 

0x0 R/W 

0 O_VCO_CORE M_VCO_COREで VCO コアをオーバーライド。 
0：VCO キャリブレーションのステート・マシンに基づく VCO コアの選択。 
1：M_VCO_COREに基づく VCO コアの選択。 

0x0 R/W 

 

アドレス：0x04F、リセット：0x00、レジスタ名：REG004F 

表 92. REG004F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_SCALE LUT を使用するためのスケーリング・ファクタを設定します。 

LUT_SCALE = (fPFD/PFD LUT 周波数（fPFDLUT）) × 8  
00：LUT を 0.0625 倍にスケーリングします。 
01：LUT を 1 倍にスケーリングします。 
10：LUT を 15.9375 倍にスケーリングします。 

0x0 R/W 
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アドレス：0x053、リセット：0x00、レジスタ名：REG0053 

表 93. REG0053 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 RESERVED 予約済み。 0x0 R/W 
6 PD_SYNC_MON SYNC セットアップ／ホールド・モニタのパワーダウン。  

0：通常動作。 
1：SYNC セットアップ／ホールド・モニタをパワーダウン。 

0x0 R/W 

5 SYNC_SEL CML/PECL 入力または LVDS 入力の同期。  
0：CML/PECL 入力。 
1：LVDS 入力。 

0x0 R/W 

4 RST_SYNC_MON セットアップ／ホールド・モニタの出力ラッチのクリア。  
0：リセット無効。 
1：リセット有効。 

0x0 R/W 

[3:0] REG53_RSV0 予約済み。ADF4383 のレジスタ・マップに、予約済みレジスタの設定が示されています。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x054、リセット：0x00、レジスタ名：REG0054 

表 94. REG0054 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 ADC_ST_CNV ADC 変換を開始。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x055、リセット：0x00、レジスタ名：REG0055 

表 95. REG0055 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] COUNTER_READBACK[7:0] 周波数カウンタの出力。 0x0 R 

 

アドレス：0x056、リセット：0x00、レジスタ名：REG0056 

表 96. REG0056 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] COUNTER_READBACK[15:8] 周波数カウンタの出力。 0x0 R 

 

アドレス：0x057、リセット：0x00、レジスタ名：REG0057 

表 97. REG0057 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] COUNTER_READBACK[23:16] 周波数カウンタの出力。 0x0 R 

 

アドレス：0x058、リセット：0x00、レジスタ名：REG0058 

表 98. REG0058 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
7 LUT_BUSY VCO LUT の生成ステータス。 0x0 R 
6 SYNC_OK SYNC は、リファレンス・インジケータに対するセットアップ／ホールド時間。 

0：SYNC はリファレンスに対する適切なセットアップ／ホールド状態になっていませ

ん。  
1：SYNC はリファレンスに対する適切なセットアップ／ホールド状態になっていま

す。 

0x0 R 

5 DEL_STR 遅延ストローブ・インジケータ。 0x0 R 
4 DEL_ADJ 遅延調整方向インジケータ。 

0：負の位相調整。  
1：正の位相調整。 

0x0 R 
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表 98. REG0058 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
3 REF_OK リファレンス入力振幅閾値インジケータ。  

0：リファレンス入力の振幅は閾値を下回っています。  
1：リファレンス入力の振幅は閾値を超えています。 

0x0 R 

2 ADC_BUSY ADC 変換のステータス。 
0：ADC の変換が進行中ではありません。  
1：ADC の変換が進行中です。 

0x0 R 

1 FSM_BUSY VCO キャリブレーションのステータス。 
0：VCO のキャリブレーションが進行中ではありません。  
1：VCO のキャリブレーションが進行中です。 

0x0 R 

0 LOCKED ロック検出器の出力。  
0：ロックされていません。 
1：ロックされています。 

0x0 R 

 

アドレス：0x059、リセット：0x00、レジスタ名：REG0059 

表 99. REG0059 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] VCO0_BIAS_RDBK コア 0 用に選択された VCO バイアス。 0x0 R 

 

アドレス：0x05A、リセット：0x00、レジスタ名：REG005A 

表 100. REG005A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] VCO1_BIAS_RDBK コア 1 用に選択された VCO バイアス。 0x0 R 

 

アドレス：0x05B、リセット：0x00、レジスタ名：REG005B 

表 101. REG005B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] CHIP_TEMP[7:0] ADC が測定した温度（ºC）。ビット 8 = 符号、ビット[7:0] = 大きさ。 0x0 R 

 

アドレス：0x05C、リセット：0x00、レジスタ名：REG005C 

表 102. REG005C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 CHIP_TEMP[8] ADC が測定した温度（ºC）。ビット 8 = 符号、ビット[7:0] = 大きさ。 0x0 R 

 

アドレス：0x05E、リセット：0x00、レジスタ名：REG005E 

表 103. REG005E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] VCO_BAND[7:0] 選択した VCO 帯域。 0x0 R 
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アドレス：0x05F、リセット：0x00、レジスタ名：REG005F 

表 104. REG005F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 VCO_CORE 選択した VCO コア。 0x0 R 
0 VCO_BAND[8] 選択した VCO 帯域。 0x0 R 

 

アドレス：0x061、リセット：0x00、レジスタ名：REG0061 

表 105. REG0061 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] CUM_PHASE_ADJ[7:0] 位相調整のセクションを参照してください。 0x0 R 

 

アドレス：0x062、リセット：0x00、レジスタ名：REG0062 

表 106. REG0062 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] CUM_PHASE_ADJ[15:8] 位相調整のセクションを参照してください。 0x0 R 

 

アドレス：0x063、リセット：0x00、レジスタ名：REG0063 

表 107. REG0063 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:1] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
0 CUM_PHASE_ADJ[16] 位相調整のセクションを参照してください。 0x0 R 

 

アドレス：0x064、リセット：0x00、レジスタ名：REG0064 

表 108. REG0064 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] DEL_CNT[7:0] チャージ・ポンプに送信されたブリード・コード。 0x0 R 

 

アドレス：0x065、リセット：0x00、レジスタ名：REG0065 

表 109. REG0065 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] DEL_CNT[15:8] チャージ・ポンプに送信されたブリード・コード。 0x0 R 

 

アドレス：0x066、リセット：0x00、レジスタ名：REG0066 

表 110. REG0066 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] FIRST_PASS_VCO_BAND VCO のキャリブレーションの最初の合格時に選択された帯域。 0x0 R 

 

アドレス：0x067、リセット：0x00、レジスタ名：REG0067 

表 111. REG0067 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] VERSION チップのバージョン。 0x0 R 
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アドレス：0x100、リセット：0x00、レジスタ名：REG0100 

表 112. REG0100 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_0 16 > 帯域 > = 0 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレジ

スタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x101、リセット：0x00、レジスタ名：REG0101 

表 113. REG0101 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_1 32 > 帯域 > = 16 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレジ

スタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x102、リセット：0x00、レジスタ名：REG0102 

表 114. REG0102 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_2 64 > 帯域 > = 32 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレジ

スタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x103、リセット：0x00、レジスタ名：REG0103 

表 115. REG0103 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_3 128 > 帯域 > = 64 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x104、リセット：0x00、レジスタ名：REG0104 

表 116. REG0104 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_4 192 > 帯域 > = 128 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x105、リセット：0x00、レジスタ名：REG0105 

表 117. REG0105 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_5 256 > 帯域 > = 192 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x106、リセット：0x00、レジスタ名：REG0106 

表 118. REG0106 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
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表 118. REG0106 のビットの説明（続き） 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_6 320 > 帯域 > = 256 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x107、リセット：0x00、レジスタ名：REG0107 

表 119. REG0107 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_7 416 > 帯域 > = 320 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x108、リセット：0x00、レジスタ名：REG0108 

表 120. REG0108 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE0_BIAS_TABLE_8 512 > 帯域 > = 416 およびコア = 0 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x109、リセット：0x00、レジスタ名：REG0109 

表 121. REG0109 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_0 16 > 帯域 > = 0 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレジ

スタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x10A、リセット：0x00、レジスタ名：REG010A 

表 122. REG010A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_1 32 > 帯域 > = 16 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレジ

スタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x10B、リセット：0x00、レジスタ名：REG010B 

表 123. REG010B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_2 64 > 帯域 > = 32 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレジ

スタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x10C、リセット：0x00、レジスタ名：REG010C 

表 124. REG010C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_3 128 > 帯域 > = 64 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 
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アドレス：0x10D、リセット：0x00、レジスタ名：REG010D 

表 125. REG010D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_4 192 > 帯域 > = 128 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x10E、リセット：0x00、レジスタ名：REG010E 

表 126. REG010E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_5 256 > 帯域 > = 192 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x10F、リセット：0x00、レジスタ名：REG010F 

表 127. REG010F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_6 320 > 帯域 > = 256 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x110、リセット：0x00、レジスタ名：REG0110 

表 128. REG0110 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_7 416 > 帯域 > = 320 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x111、リセット：0x00、レジスタ名：REG0111 

表 129. REG0111 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] CORE1_BIAS_TABLE_8 512 > 帯域 > = 416 およびコア = 1 の場合のバイアス・コードの自動値。ADF4383 のレ

ジスタ・マップに、レジスタの設定が示されています。 
0x0 R/W 

 

アドレス：0x200、リセット：0x00、レジスタ名：REG0200 

表 130. REG0200 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:1] LUT_WR_ADDR 帯域、コア、n を書き込むための LUT アドレスを選択します。 0x0 R/W 
0 O_VCO_LUT LUT のキャリブレーションのオーバーライドを有効化します。 0x0 R/W 
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アドレス：0x201、リセット：0x00、レジスタ名：REG0201 

表 131. REG0201 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] M_LUT_BAND[7:0] O_VCO_LUT = 1 での LUT の帯域の LUT_WR_ADDR 値を選択します。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x202、リセット：0x00、レジスタ名：REG0202 

表 132. REG0202 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] M_LUT_N[5:0] O_VCO_LUT = 1 での LUT の N 値の LUT_WR_ADDR 値を選択します。 0x0 R/W 
1 M_LUT_CORE O_VCO_LUT = 1 での LUT のコアの LUT_WR_ADDR 値を選択します。 0x0 R/W 
0 M_LUT_BAND[8] O_VCO_LUT = 1 での LUT の帯域の LUT_WR_ADDR 値を選択します。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x203、リセット：0x00、レジスタ名：REG0203 

表 133. REG0203 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:6] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
[5:0] M_LUT_N[11:6] O_VCO_LUT = 1 での LUT の N 値の LUT_WR_ADDR 値を選択します。 0x0 R/W 

 

アドレス：0x204、リセット：0x00、レジスタ名：REG0204 

表 134. REG0204 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_0[7:0] LUT によって選択される帯域 0。 0x0 R 

 

アドレス：0x205、リセット：0x00、レジスタ名：REG0205 

表 135. REG0205 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[0] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_0[8] LUT によって選択される帯域 0。 0x0 R 

 

アドレス：0x206、リセット：0x00、レジスタ名：REG0206 

表 136. REG0206 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_1[7:0] LUT によって選択される帯域 1。 0x0 R 

 

アドレス：0x207、リセット：0x00、レジスタ名：REG0207 

表 137. REG0207 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[1] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_1[8] LUT によって選択される帯域 1。 0x0 R 
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アドレス：0x208、リセット：0x00、レジスタ名：REG0208 

表 138. REG0208 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_2[7:0] LUT によって選択される帯域 2。 0x0 R 

 

アドレス：0x209、リセット：0x00、レジスタ名：REG0209 

表 139. REG0209 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[2] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_2[8] LUT によって選択される帯域 2。 0x0 R 

 

アドレス：0x20A、リセット：0x00、レジスタ名：REG020A 

表 140. REG020A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_3[7:0] LUT によって選択される帯域 3。 0x0 R 

 

アドレス：0x20B、リセット：0x00、レジスタ名：REG020B 

表 141. REG020B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[3] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_3[8] LUT によって選択される帯域 3。 0x0 R 

 

アドレス：0x20C、リセット：0x00、レジスタ名：REG020C 

表 142. REG020C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_4[7:0] LUT によって選択される帯域 4。 0x0 R 

 

アドレス：0x20D、リセット：0x00、レジスタ名：REG020D 

表 143. REG020D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[4] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_4[8] LUT によって選択される帯域 4。 0x0 R 

 

アドレス：0x20E、リセット：0x00、レジスタ名：REG020E 

表 144. REG020E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_5[7:0] LUT によって選択される帯域 5。 0x0 R 
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アドレス：0x20F、リセット：0x00、レジスタ名：REG020F 

表 145. REG020F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[5] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_5[8] LUT によって選択される帯域 5。 0x0 R 

 

アドレス：0x210、リセット：0x00、レジスタ名：REG0210 

表 146. REG0210 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_6[7:0] LUT によって選択される帯域 6。 0x0 R 

 

アドレス：0x211、リセット：0x00、レジスタ名：REG0211 

表 147. REG0211 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[6] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_6[8] LUT によって選択される帯域 6。 0x0 R 

 

アドレス：0x212、リセット：0x00、レジスタ名：REG0212 

表 148. REG0212 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_7[7:0] LUT によって選択される帯域 7。 0x0 R 

 

アドレス：0x213、リセット：0x00、レジスタ名：REG0213 

表 149. REG0213 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[7] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_7[8] LUT によって選択される帯域 7。 0x0 R 

 

アドレス：0x214、リセット：0x00、レジスタ名：REG0214 

表 150. REG0214 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_8[7:0] LUT によって選択される帯域 8。 0x0 R 

 

アドレス：0x215、リセット：0x00、レジスタ名：REG0215 

表 151. REG0215 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[8] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_8[8] LUT によって選択される帯域 8。 0x0 R 
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アドレス：0x216、リセット：0x00、レジスタ名：REG0216 

表 152. REG0216 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_9[7:0] LUT によって選択される帯域 9。 0x0 R 

 

アドレス：0x217、リセット：0x00、レジスタ名：REG0217 

表 153. REG0217 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[9] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_9[8] LUT によって選択される帯域 9。 0x0 R 

 

アドレス：0x218、リセット：0x00、レジスタ名：REG0218 

表 154. REG0218 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_10[7:0] LUT によって選択される帯域 10。 0x0 R 

 

アドレス：0x219、リセット：0x00、レジスタ名：REG0219 

表 155. REG0219 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[10] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_10[8] LUT によって選択される帯域 10。 0x0 R 

 

アドレス：0x21A、リセット：0x00、レジスタ名：REG021A 

表 156. REG021A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_11[7:0] LUT によって選択される帯域 11。 0x0 R 

 

アドレス：0x21B、リセット：0x00、レジスタ名：REG021B 

表 157. REG021B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[11] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_11[8] LUT によって選択される帯域 11。 0x0 R 

 

アドレス：0x21C、リセット：0x00、レジスタ名：REG021C 

表 158. REG021C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_12[7:0] LUT によって選択される帯域 12。 0x0 R 
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アドレス：0x21D、リセット：0x00、レジスタ名：REG021D 

表 159. REG021D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[12] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_12[8] LUT によって選択される帯域 12。 0x0 R 

 

アドレス：0x21E、リセット：0x00、レジスタ名：REG021E 

表 160. REG021E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_13[7:0] LUT によって選択される帯域 13。 0x0 R 

 

アドレス：0x21F、リセット：0x00、レジスタ名：REG021F 

表 161. REG021F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[13] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_13[8] LUT によって選択される帯域 13。 0x0 R 

 

アドレス：0x220、リセット：0x00、レジスタ名：REG0220 

表 162. REG0220 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_14[7:0] LUT によって選択される帯域 14。 0x0 R 

 

アドレス：0x221、リセット：0x00、レジスタ名：REG0221 

表 163. REG0221 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[14] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_14[8] LUT によって選択される帯域 14。 0x0 R 

 

アドレス：0x222、リセット：0x00、レジスタ名：REG0222 

表 164. REG0222 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_15[7:0] LUT によって選択される帯域 15。 0x0 R 

 

アドレス：0x223、リセット：0x00、レジスタ名：REG0223 

表 165. REG0223 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[15] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_15[8] LUT によって選択される帯域 15。 0x0 R 
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アドレス：0x224、リセット：0x00、レジスタ名：REG0224 

表 166. REG0224 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_16[7:0] LUT によって選択される帯域 16。 0x0 R 

 

アドレス：0x225、リセット：0x00、レジスタ名：REG0225 

表 167. REG0225 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[16] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_16[8] LUT によって選択される帯域 16。 0x0 R 

 

アドレス：0x226、リセット：0x00、レジスタ名：REG0226 

表 168. REG0226 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_17[7:0] LUT によって選択される帯域 17。 0x0 R 

 

アドレス：0x227、リセット：0x00、レジスタ名：REG0227 

表 169. REG0227 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[17] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_17[8] LUT によって選択される帯域 17。 0x0 R 

 

アドレス：0x228、リセット：0x00、レジスタ名：REG0228 

表 170. REG0228 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_18[7:0] LUT によって選択される帯域 18。 0x0 R 

 

アドレス：0x229、リセット：0x00、レジスタ名：REG0229 

表 171. REG0229 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[18] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_18[8] LUT によって選択される帯域 18。 0x0 R 

 

アドレス：0x22A、リセット：0x00、レジスタ名：REG022A 

表 172. REG022A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_19[7:0] LUT によって選択される帯域 19。 0x0 R 
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アドレス：0x22B、リセット：0x00、レジスタ名：REG022B 

表 173. REG022B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[19] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_19[8] LUT によって選択される帯域 19。 0x0 R 

 

アドレス：0x22C、リセット：0x00、レジスタ名：REG022C 

表 174. REG022C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_20[7:0] LUT によって選択される帯域 20。 0x0 R 

 

アドレス：0x22D、リセット：0x00、レジスタ名：REG022D 

表 175. REG022D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[20] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_20[8] LUT によって選択される帯域 20。 0x0 R 

 

アドレス：0x22E、リセット：0x00、レジスタ名：REG022E 

表 176. REG022E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_21[7:0] LUT によって選択される帯域 21。 0x0 R 

 

アドレス：0x22F、リセット：0x00、レジスタ名：REG022F 

表 177. REG022F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[21] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_21[8] LUT によって選択される帯域 21。 0x0 R 

 

アドレス：0x230、リセット：0x00、レジスタ名：REG0230 

表 178. REG0230 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_22[7:0] LUT によって選択される帯域 22。 0x0 R 

 

アドレス：0x231、リセット：0x00、レジスタ名：REG0231 

表 179. REG0231 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[22] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_22[8] LUT によって選択される帯域 22。 0x0 R 
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アドレス：0x232、リセット：0x00、レジスタ名：REG0232 

表 180. REG0232 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_23[7:0] LUT によって選択される帯域 23。 0x0 R 

 

アドレス：0x233、リセット：0x00、レジスタ名：REG0233 

表 181. REG0233 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[23] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_23[8] LUT によって選択される帯域 23。 0x0 R 

 

アドレス：0x234、リセット：0x00、レジスタ名：REG0234 

表 182. REG0234 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_24[7:0] LUT によって選択される帯域 24。 0x0 R 

 

アドレス：0x235、リセット：0x00、レジスタ名：REG0235 

表 183. REG0235 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[24] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_24[8] LUT によって選択される帯域 24。 0x0 R 

 

アドレス：0x236、リセット：0x00、レジスタ名：REG0236 

表 184. REG0236 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_25[7:0] LUT によって選択される帯域 25。 0x0 R 

 

アドレス：0x237、リセット：0x00、レジスタ名：REG0237 

表 185. REG0237 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[25] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_25[8] LUT によって選択される帯域 25。 0x0 R 

 

アドレス：0x238、リセット：0x00、レジスタ名：REG0238 

表 186. REG0238 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_26[7:0] LUT によって選択される帯域 26。 0x0 R 
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アドレス：0x239、リセット：0x00、レジスタ名：REG0239 

表 187. REG0239 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[26] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_26[8] LUT によって選択される帯域 26。 0x0 R 

 

アドレス：0x23A、リセット：0x00、レジスタ名：REG023A 

表 188. REG023A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_27[7:0] LUT によって選択される帯域 27。 0x0 R 

 

アドレス：0x23B、リセット：0x00、レジスタ名：REG023B 

表 189. REG023B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[27] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_27[8] LUT によって選択される帯域 27。 0x0 R 

 

アドレス：0x23C、リセット：0x00、レジスタ名：REG023C 

表 190. REG023C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_28[7:0] LUT によって選択される帯域 28。 0x0 R 

 

アドレス：0x23D、リセット：0x00、レジスタ名：REG023D 

表 191. REG023D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[28] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_28[8] LUT によって選択される帯域 28。 0x0 R 

 

アドレス：0x23E、リセット：0x00、レジスタ名：REG023E 

表 192. REG023E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_29[7:0] LUT によって選択される帯域 29。 0x0 R 

 

アドレス：0x23F、リセット：0x00、レジスタ名：REG023F 

表 193. REG023F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[29] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_29[8] LUT によって選択される帯域 29。 0x0 R 
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アドレス：0x240、リセット：0x00、レジスタ名：REG0240 

表 194. REG0240 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_30[7:0] LUT によって選択される帯域 30。 0x0 R 

 

アドレス：0x241、リセット：0x00、レジスタ名：REG0241 

表 195. REG0241 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[30] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_30[8] LUT によって選択される帯域 30。 0x0 R 

 

アドレス：0x242、リセット：0x00、レジスタ名：REG0242 

表 196. REG0242 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_BAND_31[7:0] LUT によって選択される帯域 31。 0x0 R 

 

アドレス：0x243、リセット：0x00、レジスタ名：REG0243 

表 197. REG0243 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:2] RESERVED 予約済み。 0x0 R 
1 LUT_CORE[31] LUT によって選択されるコア。 0x0 R 
0 LUT_BAND_31[8] LUT によって選択される帯域 31。 0x0 R 

 

アドレス：0x244、リセット：0x00、レジスタ名：REG0244 

表 198. REG0244 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_0[7:0] LUT によって選択される N 閾値 0。 0x0 R 

 

アドレス：0x245、リセット：0x00、レジスタ名：REG0245 

表 199. REG0245 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_1[3:0] LUT によって選択される N 閾値 1。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_0[11:8] LUT によって選択される N 閾値 0。 0x0 R 

 

アドレス：0x246、リセット：0x00、レジスタ名：REG0246 

表 200. REG0246 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_1[11:4] LUT によって選択される N 閾値 1。 0x0 R 

 

アドレス：0x247、リセット：0x00、レジスタ名：REG0247 

表 201. REG0247 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_2[7:0] LUT によって選択される N 閾値 2。 0x0 R 
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アドレス：0x248、リセット：0x00、レジスタ名：REG0248 

表 202. REG0248 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_3[3:0] LUT によって選択される N 閾値 3。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_2[11:8] LUT によって選択される N 閾値 2。 0x0 R 

 

アドレス：0x249、リセット：0x00、レジスタ名：REG0249 

表 203. REG0249 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_3[11:4] LUT によって選択される N 閾値 3。 0x0 R 

 

アドレス：0x24A、リセット：0x00、レジスタ名：REG024A 

表 204. REG024A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_4[7:0] LUT によって選択される N 閾値 4。 0x0 R 

 

アドレス：0x24B、リセット：0x00、レジスタ名：REG024B 

表 205. REG024B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_5[3:0] LUT によって選択される N 閾値 5。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_4[11:8] LUT によって選択される N 閾値 4。 0x0 R 

 

アドレス：0x24C、リセット：0x00、レジスタ名：REG024C 

表 206. REG024C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_5[11:4] LUT によって選択される N 閾値 5。 0x0 R 

 

アドレス：0x24D、リセット：0x00、レジスタ名：REG024D 

表 207. REG024D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_6[7:0] LUT によって選択される N 閾値 6。 0x0 R 

 

アドレス：0x24E、リセット：0x00、レジスタ名：REG024E 

表 208. REG024E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_7[3:0] LUT によって選択される N 閾値 7。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_6[11:8] LUT によって選択される N 閾値 6。 0x0 R 

 

アドレス：0x24F、リセット：0x00、レジスタ名：REG024F 

表 209. REG024F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_7[11:4] LUT によって選択される N 閾値 7。 0x0 R 
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アドレス：0x250、リセット：0x00、レジスタ名：REG0250 

表 210. REG0250 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_8[7:0] LUT によって選択される N 閾値 8。 0x0 R 

 

アドレス：0x251、リセット：0x00、レジスタ名：REG0251 

表 211. REG0251 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_9[3:0] LUT によって選択される N 閾値 9。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_8[11:8] LUT によって選択される N 閾値 8。 0x0 R 

 

アドレス：0x252、リセット：0x00、レジスタ名：REG0252 

表 212. REG0252 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_9[11:4] LUT によって選択される N 閾値 9。 0x0 R 

 

アドレス：0x253、リセット：0x00、レジスタ名：REG0253 

表 213. REG0253 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_10[7:0] LUT によって選択される N 閾値 10。 0x0 R 

 

アドレス：0x254、リセット：0x00、レジスタ名：REG0254 

表 214. REG0254 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_11[3:0] LUT によって選択される N 閾値 11。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_10[11:8] LUT によって選択される N 閾値 10。 0x0 R 

 

アドレス：0x255、リセット：0x00、レジスタ名：REG0255 

表 215. REG0255 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_11[11:4] LUT によって選択される N 閾値 11。 0x0 R 

 

アドレス：0x256、リセット：0x00、レジスタ名：REG0256 

表 216. REG0256 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_12[7:0] LUT によって選択される N 閾値 12。 0x0 R 

 

アドレス：0x257、リセット：0x00、レジスタ名：REG0257 

表 217. REG0257 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_13[3:0] LUT によって選択される N 閾値 13。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_12[11:8] LUT によって選択される N 閾値 12。 0x0 R 
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アドレス：0x258、リセット：0x00、レジスタ名：REG0258 

表 218. REG0258 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_13[11:4] LUT によって選択される N 閾値 13。 0x0 R 

 

アドレス：0x259、リセット：0x00、レジスタ名：REG0259 

表 219. REG0259 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_14[7:0] LUT によって選択される N 閾値 14。 0x0 R 

 

アドレス：0x25A、リセット：0x00、レジスタ名：REG025A 

表 220. REG025A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_15[3:0] LUT によって選択される N 閾値 15。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_14[11:8] LUT によって選択される N 閾値 14。 0x0 R 

 

アドレス：0x25B、リセット：0x00、レジスタ名：REG025B 

表 221. REG025B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_15[11:4] LUT によって選択される N 閾値 15。 0x0 R 

 

アドレス：0x25C、リセット：0x00、レジスタ名：REG025C 

表 222. REG025C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_16[7:0] LUT によって選択される N 閾値 16。 0x0 R 

 

アドレス：0x25D、リセット：0x00、レジスタ名：REG025D 

表 223. REG025D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_17[3:0] LUT によって選択される N 閾値 17。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_16[11:8] LUT によって選択される N 閾値 16。 0x0 R 

 

アドレス：0x25E、リセット：0x00、レジスタ名：REG025E 

表 224. REG025E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_17[11:4] LUT によって選択される N 閾値 17。 0x0 R 

 

アドレス：0x25F、リセット：0x00、レジスタ名：REG025F 

表 225. REG025F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_18[7:0] LUT によって選択される N 閾値 18。 0x0 R 
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アドレス：0x260、リセット：0x00、レジスタ名：REG0260 

表 226. REG0260 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_19[3:0] LUT によって選択される N 閾値 19。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_18[11:8] LUT によって選択される N 閾値 18。 0x0 R 

 

アドレス：0x261、リセット：0x00、レジスタ名：REG0261 

表 227. REG0261 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_19[11:4] LUT によって選択される N 閾値 19。 0x0 R 

 

アドレス：0x262、リセット：0x00、レジスタ名：REG0262 

表 228. REG0262 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_20[7:0] LUT によって選択される N 閾値 20。 0x0 R 

 

アドレス：0x263、リセット：0x00、レジスタ名：REG0263 

表 229. REG0263 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_21[3:0] LUT によって選択される N 閾値 21。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_20[11:8] LUT によって選択される N 閾値 20。 0x0 R 

 

アドレス：0x264、リセット：0x00、レジスタ名：REG0264 

表 230. REG0264 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_21[11:4] LUT によって選択される N 閾値 21。 0x0 R 

 

アドレス：0x265、リセット：0x00、レジスタ名：REG0265 

表 231. REG0265 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_22[7:0] LUT によって選択される N 閾値 22。 0x0 R 

 

アドレス：0x266、リセット：0x00、レジスタ名：REG0266 

表 232. REG0266 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_23[3:0] LUT によって選択される N 閾値 23。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_22[11:8] LUT によって選択される N 閾値 22。 0x0 R 

 

アドレス：0x267、リセット：0x00、レジスタ名：REG0267 

表 233. REG0267 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_23[11:4] LUT によって選択される N 閾値 23。 0x0 R 
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アドレス：0x268、リセット：0x00、レジスタ名：REG0268 

表 234. REG0268 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_24[7:0] LUT によって選択される N 閾値 24。 0x0 R 

 

アドレス：0x269、リセット：0x00、レジスタ名：REG0269 

表 235. REG0269 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_25[3:0] LUT によって選択される N 閾値 25。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_24[11:8] LUT によって選択される N 閾値 24。 0x0 R 

 

アドレス：0x26A、リセット：0x00、レジスタ名：REG026A 

表 236. REG026A のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_25[11:4] LUT によって選択される N 閾値 25。 0x0 R 

 

アドレス：0x26B、リセット：0x00、レジスタ名：REG026B 

表 237. REG026B のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_26[7:0] LUT によって選択される N 閾値 26。 0x0 R 

 

アドレス：0x26C、リセット：0x00、レジスタ名：REG026C 

表 238. REG026C のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_27[3:0] LUT によって選択される N 閾値 27。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_26[11:8] LUT によって選択される N 閾値 26。 0x0 R 

 

アドレス：0x26D、リセット：0x00、レジスタ名：REG026D 

表 239. REG026D のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_27[11:4] LUT によって選択される N 閾値 27。 0x0 R 

 

アドレス：0x26E、リセット：0x00、レジスタ名：REG026E 

表 240. REG026E のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_28[7:0] LUT によって選択される N 閾値 28。 0x0 R 

 

アドレス：0x26F、リセット：0x00、レジスタ名：REG026F 

表 241. REG026F のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_29[3:0] LUT によって選択される N 閾値 29。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_28[11:8] LUT によって選択される N 閾値 28。 0x0 R 
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アドレス：0x270、リセット：0x00、レジスタ名：REG0270 

表 242. REG0270 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_29[11:4] LUT によって選択される N 閾値 29。 0x0 R 

 

アドレス：0x271、リセット：0x00、レジスタ名：REG0271 

表 243. REG0271 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_30[7:0] LUT によって選択される N 閾値 30。 0x0 R 

 

アドレス：0x272、リセット：0x00、レジスタ名：REG0272 

表 244. REG0272 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:4] LUT_N_31[3:0] LUT によって選択される N 閾値 31。 0x0 R 
[3:0] LUT_N_30[11:8] LUT によって選択される N 閾値 30。 0x0 R 

 

アドレス：0x273、リセット：0x00、レジスタ名：REG0273 

表 245. REG0273 のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 
[7:0] LUT_N_31[11:4] LUT によって選択される N 閾値 31。 0x0 R 
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外形寸法 

 
 

最新のパッケージ外形情報およびランド・パターン（実装面積）については、パッケージ索引を参照してください。 

更新：2024 年 2 月 21 日 

オーダー・ガイド 

 

1 Z = RoHS準拠製品。 

 

評価用ボード 

 

1 Z = RoHS準拠製品。 
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https://www.analog.com/jp/resources/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
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新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

 

 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 7 月 17 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを

記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

 

正誤表作成年月日： 2025年 7月 17日 

製品名： ADF4383 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.0 

訂正箇所： 38頁、左の段、箇条書き４の e、式 27の下の説明 

 

【誤】 

「ここで、fPFD = 250MHz、tRESYNC = 25,000 です。」 

 

【正】 

「ここで、fPFD = 250MHz、tRESYNC_WAIT = 25,000 です。」 
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この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2025 年 7 月 17 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを

記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

 

正誤表作成年月日： 2025 年 7 月 17 日 

製品名： ADF4383 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.0 

訂正箇所： 54 頁、表 69、Bit [2.0]の説明 

 

【誤】 

「EFM3_MODE」の説明欄のリンク先がありません。 

 

【正】 

「EFM3_MODE」の説明 

Σ-Δ MODULATOR OPTIMIZATION MODES 

analog.com Rev. 0 | 41 of 83 

The ADF4383 can be configured in three different Σ-Δ modulatormodes for 

performance optimization. A different Σ-Δ modulatormode can be configured to 

optimize for either phase jitter or spuriousperformance by configuring the 

EFM3_MODE bits (Register0x032, Bits[2:0]) to select SDM mode.A common feature 

used in fractional spur reduction known as dithering can be incorporated in addition to 

the Σ-Δ modulator optimization. This dithering involves reducing spurs by applying a 

randomization to the fractional N-divider feedback value.  EN_DITHER1, 

DITHER1_SCALE, and EN_DITHER2 control the amount of dithering that is applied. 

Some common fractional spur mechanisms that can be reduced with Σ-Δ modulator 

optimization are as follows: 

► FRAC1WORD multiples of 8192. 

► Fractional values close to 2N. These values increase in level towards the upper region 

of each core. 

► Fractional values of multiples 1/1000. 

. 
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